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パレスシッピング(株)向け
世界最大LPG運搬船

帆ばれすとうきよう〃 (約(153()()1.)Wr,
LPG増ンシ ,Wi99,3()0m3
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’、鉄をつく り未来をつくる〃 住友金属

我国で初めて導入した新鋭設備一

ローラー型ﾉ､イクエンチ(高速焼入装置）
構造物の大型化に応えて

住友は高い強度と溶接性のすぐれた
高張力銅をおとどけします 最近、造船界は大型化が話題になっ

ています。当然、使用される厚鋼板

は、大きな力が加っても耐えられる

ことと、それでいて溶接性のすぐれ

ていることが必要です。住友がおと

どけするのは、その要求にみごとに

司L一一公G－r h b■■■雫■ ユマF .一

珂
:3瀞壼

かなった高張力の厚鋼板一

日本最初の、 ローラクエンチ設備に

より高張力でありながら、 しかも溶

接性のすぐれた高度な焼入力ざできる

のです。その結采、溶接上欠かせな

かった予熱作業力醤ほとんど不要にな

り、 ヨ|常に経済的です。これまでの

張ﾉ]が11.5<なると、 i容按.|''1がわるく

なるという|矧係を、 iiz次の厚鋼板は

完全にｲ.l-ちやぶりました。 ‐一一一一一

溶接性のすぐ-れた住友の溶接棒を併せ

てご利III <ださい。

CM法風罰罹||､7ｲｬ

ｽ三回=I腱ス三フデ”尻
許］入アラヅクスノ、P』ワイヤ

住友の

－

令
住友金属工業株式会社
六F孔 。 『 # 凸 ． :． － ‘ f･‘ 1 ＄。 1 吋‘『”)5】 1 1
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造船技術を支える
モーターボート競走の収補余はお役に立ちます

新しい造船技術の開発に、企業の合理

化・設備の近代化に、海外市場への

PRキャンペーン活動や、 さまざまな

研究に、 また中小造船業に対する貸付

にも･ ･ ･･モーターボート競走の収益金

は、造船業の発展のために有

益に役立てられています。

b、、 日召和49年度は､l.92億3,000蝋、、
《燕

〆

／

薙戟日本卿白振興会
笹川今

長云

理事長芥川

良一

輝孝
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英国墨にHAT社と提携

上田の船舶艤装金物

Ⅷ1 1蝿麹麗:毒惑薦漁
一一一

’
A((OMMODATIONLADDER&WIN(H

⑥RMIWB⑪町DAVlT&WIN(H

日本工業規格④表示許可工場

奥田鐵工駅株式會祗

大阪市東住吉区田辺西之町7-10

大阪府羽曳野市広瀬1 4 8

束京都中央区八丁堀1－1－4（共同ビル）

本社・工場

羽曳野工場

東京営業所

電話06(692) 3131～3

電話0729 (56) 2481-3

電話03(552)0811･1488

－－2－
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あ好たの三妻世界の三妻

巨大船のふるさど香焼姥
産業と環境の調和に理想を追求、 最新の

技術と設備で、造船所のイ〆一ジを一新し

た長崎造船所香焼エ場一造船のベルトコ

ンベア化ともいうべき、ユニークな3ステ

ージ建造法や、エレクトロニクスを大幅に

とり入れ、 自動化、省力化に徹したことな

と．、生産性をあげるための施策は勿論のこ

と、作業環境の面では、ドックに移動式建屋

やエスカレータを設けるなど、作業の便宜

をはかることから、通勤船、福祉厚生施設

の充実、公害対策にも十分な意が尽されて

います。

3ステージ建造ドックと並んで、長さ400m

幅100m、 50万トンの巨大船も入渠できる

修繕ドック、 さらに、至近距離にタンカー

クリニンク廃水処理設備など、アフターサ

ービスや公害対策につとめ、巨大船のふる

さと《香焼》の役割を果しています。

三菱重工
お問合せは_三菱重工業株式会社本社船舶事業本部東京都千代田区丸の内2-5 1〒100S212-3111

’－3－



K回鷺ロ国H回船舶用

~、
●運輸省型式承認

●船級協会認定品

蕊容量
一眼

型

幸

域

褒 ユ

謬蜜段

P■ ,r一

言瀞蕊塞 誹蔑一

ヤ

噂

鎮二､篭
一

耐圧防爆形天井灯

筑密形雛光夫11急1;!

●営業品目
●防爆器具類

●車輌甲版用照明器具類

●}1'板照明器具類

●偏号探照灯徹

●室内昭明器具類

●配線器具類

●窓 類

●通風金物瓶

り

船月州紫灯
一

電鎚

魚

一奄奄弔聖
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甲繩紅色閃光灯
LGF2R-01』了 青鋼製/I淵ﾒL窓(400C級）

株式会社高 工 社一

本社工場：東大阪市御厨693
TEL大阪代表(78I)435iTELEX大阪(527)8914

東京営業所：東京都港区西新橋1丁目22番7号森ビルE別館 1
TEL東京代表(50I)8077TELEX東京222-4132

－－ノLｰ
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… 鶏
.■八■.L先…ずL ･

…■

船をつくるわれわれの願いは、ユーザーのご満足をいただ

くばかりでなく、われわれ自身の良心をも満足させるよい

仕事をすることです。

戯醇哩鰯雲吾鴬堀憲蕪
L=/佐世保造船所長崎県佐世保市立神町 金佐世保(24)21 1 1 (代)

’5－



銅

芯

MV. "ODYSSEY-10'' 船主OdysseyShipping, 1nc

26，500DWTBulkCarrler

<重〉株式会社名村造船所
取締役社長 名 村 源

大阪市住吉区北加賀屋町4の5電話大阪（681)1121(代表）

佐賀県伊万兇市黒川町セツ烏工業団地電話伊万IM (3) 3211

束京郡千代田IX神Ⅲ鍛冶m3の4の2(神剛群ビル） 電話東京(252)4941(代表）

神戸11丁生[H区海津jim5 (商船ビル） 埴IWIIIノ i (331 ) 4810

125HighHolbornLONDONWCIENGLAND

本社・大阪工場

伊万里工場

東京事務所

神戸事務所

ロンドン事務所
I13，－ ．． ｡■己
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|’ 創業昭和28年4月14B

式会社日本認定
取締役社長渡邊浩

一一業務内容

I船客傷害賠償責任保険

特約一手Ⅷ
自動車航送船賠償責任保険

交通事故傷害保険

日本旅客船協会船員災害補償保険

公団共有旅客船の船舶保険と融資幹旋の取扱

日本旅客船協会機関誌「旅客船」の編集発行

東京都港区西新橋1丁目5番14号(信栄堂ビル8階）

電話東京（501)局6821～2

束京（503)局4566 ’
『品質優先のウチ

造船業界で注目を浴びる
ﾙブｸﾞウチヤ乳､青銅／
零

厳しい条件が課せられる造船プラントで

[ウチヤマ]バルブグルーブのこ採用が増えています。

その理由の‐つばA!償管理が徹底しているからです-。

さらに独自の合理的な量産体制により豊かな経済性

，依頼性を実現し、造船業界に献身しています。 噂H彊蕊墓壽司工場
(株)内山製作所
大阪市生野区巽西3-5-'0

大阪 06-757-4741代

（営業部）

〒544
電話

営業品目

青銅バルブ/コック/鋳鉄バルブ/特殊バルブ/継手/黄銅フランジ

｜

’ 凸一一一一 ヴーー■－－一一一一一屯一一一一一 一 ←

’－7－



祝海の言己念日

一

’

船主INTEROCEANTRANSPORT

CORP.

41,O94DWTBULKCARRIER

MV･ 職MARITIMEWINNER"

佐野安船渠株式会社

代表取締役社長佐野川谷安太郎

本 社

東京事務所

大阪市西成区南津守5の5の21

束京都千代田区丸の内1の6の4（交通公社ビル）

a

－8－
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実績､経験を誇る日防の電気防蝕ノ

こ“磁竪ｿﾙﾊﾙド=肋 MGRS.三菱-日防
一．

自動制御式外部電源電気防蝕装置 海洋生物付着防止装置
本装置はエンケルハードインダストリイズ社
製品にて，過去12年間に30,000台が船舶に取
付けられております。

船舶の海水配管を海洋微生物や貝類の付着
から守るため，海水の電気分解法による本
装置"M､G･P.S:' を完成いたしました。

防蝕用A8入りZn流電陽極 防蝕用A2合金流電陽極

ZINNODE ||ALANODE
PAT.NO252748 PAr.NO254043

日本R万鐘亜工業君朱式会而土
東京都千代田区丸の内1丁目6-4番地(交通公社ビル8階）〒100途東京(03)211-5641(代表）

調査=設計＝施工天炭癖所盃掘亀2"－5･名古屋参231-1698-広島念48-3828･福岡念43-8421｡長崎念22-
91.85・仙台か25-0916

…

F－ニニー』

世界の海に活躍する彼力分マ 訂
■製造品目

大型貨物船．タンカー・撤積船
各種専用船プロペラの設計及び
製作，各種銅合金鋳造品・船尾
装置一式

■新開発シスラミム

oキーレスプロベラ
キーなしのシャフトにプロペ

ラを油圧にて装善する新方式
取付・取外し雷|更
ONAUタイププロベラ
当社と造船技術センターの共
同開発，中小型プロペラの効
率大巾アップ

○可変ピッチプロペラ
英国ストン社との授術提携Iこ
よる高性能CPPシステムー式
<XS･XK-XX三種〕

運車命省認定事業場

ナカ分マスロ認
本社工場岡山市上道北方688-1(岡山中央郵便局私書函167）〒709-08
東京営業所東京都中央区八丁堀1丁目6番1号協栄ビル〒104
大阪営業所大阪市西区靭本町2丁目107新興産ピル〒550
二． ．.___‘ －．－．3－－ － － － ， ， －． ・ -_-,今…-． －， ． ． 晃＆_凸 ．．．‐ 、 - --.----- .. ． ‘.“_陰

電話(0862)79-2205㈹

電話(03)553-3461㈹

電話(06)541-7514㈹

Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｔ
Ｔ
Ｔ

5922-320

252-2791

525-6246
-

Ｐ
Ｒ
Ｐ

Ｊ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｏ

岬
岬
岬
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装 調査
施工
潜水。

設計
管理
水中TV

本社．東京都千代田区鍛冶町2－2－2電話（252） 3171
テレックス・ナカガワボウシヨク TOK222-2826

支店・大阪市東淀川区西中島5－101 葹話（303） 2831
営業所・名古屋(962)7866 広島(48)0524 福岡(77)4664
出張所・札幌仙台新潟千葉水島高松大分沖繩

こんな日寺、

1
を ′

4■

l .曳船、押船、底曳網漁船など、荷重度が高
く、特に大きな推力を必要とする時

2≦搭載主機関の出力を増さずに推力の増加を
計りたい時

3．プロペラ直径を制限され、目的の推力が得
られない時

4．河ﾉl 1など浅吃水で航行する場合、空気吸入、
キャビテーションの発生を防ぐとともに、
プロペラ羽根先の保護が必要な時

(株)マスミ内燃機工業所

鐙｜…1壽鰯燕照縣饗： TEL(532)-1"1TEL(53)-6178

－10－

－
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セイコー船舶時計 C
QCは水晶発振による､高性能設備時計で寛～

船舶の時計は、なによりも高精度なものが メーター､船内の子時計を駆動する親時計

必要とされま式温度変化､振動に強く、抜 として○C－M1、いずれも水晶発振による

群の耐久性で定評あるセイコー船舶時計を 極めて正確な時計です。目的、規模に応

｜ おすすめします6標準時計としてﾏﾘﾝｸﾛﾉ じてお選びください‘ ’

’

QC－M1 260×320×160“)重量85kg マリンクロノメーター
●パルス駆動で長寿命。正確な0.5秒運針 ○C－951－II 200×160×70(鶏)重量26kg

～

●現地時間に簡単に合わせられる、正転・逆転可能 ●乾電池2個で、約12ヶ月間作動

●前面ワンタッチ操作の自動早送り装置･秒針規正装置 ●精度保証範囲0°C～40．C

●MOS･IC採用のユニット化による安定性.保守性の向上 ●平均日差±0． 1秒

●無休止制の交・直電源自動切換つき 小型ゞ軽量ですから、自由に持ち運びできますb

豊富にそろった船舶用子時計、お好みのデザインをお選

びくださいc

SE工K○
セイコー・株式会社服部時計店

カタログ請求は－－特約店株式会社宇津木計器製作所（〒291)神奈川県横浜市中区弁天通683壷(045)201 -0596

葬曹や呂鐸唾$溌識煮弼蘇癒…奄識溌

当



WOOCWARD 司編…

GOVERNOR

COMPANY

TOKYO･JAPAN

PhoneO3←(738)-BI31 '

Maihbffice;Rqckford,lllinoriS.
U‘SA.。 ・ ・・Branches and

SUbSidiarieS: 盾OrtCoMinS，
Colorado,U.SA; Hodfddorp,
ThgNetherlahds; Siough,
England;Sydney,Australia

WoodwardGovernors foraircraft

powerplantsandpropellers; gasturbineand/or
diesel primemovers for standbV peaking,
andon-sitepowerneeds hVdroelectricDower

ET‐ZO5

－12－

I畢



H鋼一ヘク“ランドイ票準通勤油I王テ． ･ソキクレ

ーンには、シンク宰､ノレタィフ．とジインタィフ｡

があり、各タイプ．共各繩力錘（シンク．､ルは

3～25t、ツインは5t>く2～25t>く2)のもの力輔票

準化きれています。

作動はヘク季ランド社特製による商トノレク.低

j空油圧モータで行わオし、栃崎塑用歯占[|ｴ装耀(よ

不要で･す。 、ソインクレーンは_唯独ﾐｰで･別々に

操作力苛できますし、又両肴一 一締にl,I[･方の〕亜

jl産室から操作することもで､きます。 リモー

トコンI、ロール装謹も取付可能で･す。尚各

『1mの蛍物に適したアクセ-I:f-リーも豊衛に用

意しています。

一例 Crane type(tdwi!､)TDI522

I

Z×15 tonHOIStin9CaPaClty
一一

Holstln9spee〔1． ｜o咄 40m／m、

HoIsIInqspeedhlghl) 30m/mII1

Luirin9frommaxmln． ｜Ibradlus 33sec

10rJ)‘、SlCwInqSpCOd

220mekI･eJibI･adlusmaxL

3.Omelre」lbI－adlusmlnL

Power InpLItcont 2×144h･p

Powei‐ lnput 10％dUtycycle 2×260hp

To旧lweI9hl iI1clplatfDrm 70．4 ［on

電話(03) 501-61 1 1
fi(lih4(052)935-9361

斬洲(0252141--6301

(日比谷三井ピル）

冊岡(0921721-0561
札帆1011)241-2271

東京都千代田区有楽町i --l2
営業所火陸(061 203-3661

底胤(0822)28-6541
｛I|】古(0222194-2561

鐵蕊日本製鋼所

’－13－
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ライン･ジュケルデ｡ﾌェロルム 造機/造船グループロッデﾙタﾑｵﾗﾝﾀ

RHINE･SCHELDEqVEROLME
EngineersandShipbuilders
Rotterdam-TheNetherlands

修繕工場および造船工場 ロッテルダム造船所(ロッテルダム) Te1. 010-87911

ライン･シュケルデ･フェロルムグループは一般機械工業造船船舶 ロイヤルーシュケルデ造船所(フリシンケンI TelO1184-5555
修理、タンククリーニングおよび電気工業を中心とする－大産業
グループです。 ウイルトンーファインノード造船所イスキーダム) TelO10-269200

新造船および船舶修繕についてはラインシュケルデ.フェロルム フエロルメ造船所(ロッテルダム）
グループ内の各造船所にお問い合わせ下さい。

ネザーランド.造船所(アムステルダム）

卓抜な設備と優秀な組織がスピーディーな修繕船の完工をお約束
その他の系列会社します。

新造船建造能力は絶大。

1,500～500,000DWTまでの修繕ドｯｸ計36．

ロッテルダ追港､ポﾄﾚｯｸおよびユーロポート区域での

本船沖修理工事は､ウイルドックサービス会社(ロッテルダム、TelO10-161952)をご利用下さい。

TeIOIO－162500

Tel020-213456

週末および夜間工事も実施します。
ki
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酸素事故をゼロに
浄

つっ
理研酸素モニタ

人命が危険にさ

－は空気中の酸素濃度が低下し、

らされたり、逆に酸素濃度が高

●操作は簡単(ウォーミングアップ不要）

●高精度ですばやい応答

‘くなり化学反応、火災・爆発の起りやすい場所

など広い範囲にわたって測定できます。

●長寿命で堅牢なセンサを採用

1)電解液， メンフゞランの交換なしで－－年以上連

続使用できます。

2)湿度100％まで使用できるうえにCO二やスモー

クにも影響されません。

3)0～40℃まで自動温度補償されているのてミー度校

正すれば長期間再校正なしで連続使用できます。

●300mまで延長コード取付可能

●小型軽量で携帯に便利

●連続測定可能

感瑳研計器蕊
営業本部

横浜営業所

名古屋営業所

広島営業所

東京都板橋区板橋2-46-8 (03)963-7381"

(045)322-5181-2 札梶営業所(0II)231－1644

(052)262-1686網 大阪営業所(06)312-5521～3

(0822)21-8671㈹理研九州販売(092)431-2558

【ユニークなセンサを採用した b

理研酸素モニモニ
●定置式OM-300型(警報付)(0-10%,0－25%)又は(0～50%,0～100%)

又は（0～25%, I0～50%)

･携帯式::二鰯籔奎蕊誰鬮:二鰹
●携帯式OM-322R型(警報付･)0～40%

携帯式OA-222R型
本質安全防爆型（労働省産業安全研究所検定合格品〉
●船艫･タンク等爆発危険場所で使用するのに最適です。

●指示計目盛上で、既知酸素濃度〈普通は空気)による

スパンチェックで使用でき､その上外部電源を必要としま

せんので､乾電池の交築や充電の必要が全くありません。

●センサは安定､長寿命で､iヶ年間の連続使用ができますb

●小型･軽量で携帯くこ非常に便利です。

鐵職雲霧 豐露雷欝霧
く
』

；
’
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旬旬

鐙 機交流発電

1100KVA450V600RPIvl

ながい経験と最新の技術を誇る｡／

械大洋の舶用電
発 電 機自動化装置

各種電動機及制御装置

電動ウインチ配 電 盤
| ’

愚
亀

株式

会社盆 、大澤 擢 I

東京都千代田区神田錦町3の16

岐阜県羽島郡笠松町如月町18
伊勢崎市八斗島町726

伊勢崎市八斗島町大字東七分lll330の5

下関市竹崎町3 9 9
札幌市北二条東二丁目浜建ビル

ー

話
話
話
話
話
話

電
電
電
電
電
電

東京(293）

笠松（7）

伊勢崎（鑓）

伊勢崎（32）
下関（23）

札幌(241）

1（大代）

1（代表）

4(代表）

本 社

岐阜工場
伊勢崎工場

群馬工場
下関出張所

30

41

12

６
１
３

1234'(代表）
1（代表）

6(代表）

726

731
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〔一般配置図] COLONBROWN

新造船写真集(No.309)

竣工船. . ､永川丸，志摩丸，徳邦丸，英雄丸，成豊
丸， 日岳丸，東英丸，えいしあんぶりん
せす，旭星丸，第十一陽周丸， こうべ，

瑞晴丸， さいき，第二十三嘉栄丸，
ESSOHONOLULU, TACTIC,
GOLDENWISTARIA,GAZIANTEP
PAOLAI, SUSANNEONSTAD
GAUTAMABUDDHAMESOLOGI

B.R.AMBEDKAR, DACIA,
ORIENTALTAIO,ASIAFALCON,

ESSOHONGKONG, ODYSSEY-10,
ESSOBAYWAY, BLUEBOTTLE

PEARLLOTUS, ESPERANZA
OLAU THOR, CYGNUS

FOREST, RESONANT, JUNOI,
THESEUS, PALOMAI, 海手825

(HAIFENG825)

〔表紙写真〕
パレスシッピング(株)向け

世界最大LPG運搬船

“ばれすとうきよう”

日立造船・因島工場建造
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ピンジョイント式自動連結装置
弊社は1923年以来実に50年におよぶ六分儀の製作に従い， その豊富

な経験と勝れた製造技術，精選された材料と相俟って製品の優秀さ

は国内にとどまらず，汎く海外にもその声価を担っております。アーティカップル
単眼鏡

単眼鏡

単眼鏡

１
２
３

コ
写
一

ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｍ
Ｍ
Ｍ

7×35”

7×35mm(照明装置付）

7×50mm(照明装置付）

635

636

637

登録翰簡標
株式會社

玉屋商店
東京都中央区銀座4－4－4
電話東京〈561）8711 〈代表）
大阪市南区順慶町4－2
電話大阪（251）982ユ（代表）
東京都大田区池上2－14－7
電話東京（752）348ユ（代表）

本社

支店

エ錫

翻
636MS-2

.アーティカップル〃装備の押船と土運船 １
１
１

技術 と実績を誇る／
､ボタン操作による
全自動方式の採用〃 西芝の船舶用電気計幾器

《営業品目》

船用交流発電機・船用各種電動機

船用電動通風機。防爆形電動通風機

配電盤・制御装置・自動化電気機器

つり上げ電磁石・リフトバック

☆連結一切離し作業の無人化／

☆連結一切離しのスピード・アツプノ

☆荒天時も就航可能.'

閏
３

:畿
峰
津
壗 W~./"

作業能率の向上促進に

新連結装置蝋アーテイカップル〃 2,000KVAサイリスタブラシレス交流発電機

…西芝電機株式会社
本社。工場〒671-12姫路市網干区浜田1000 電話姫路(0792） 72-4151(大代)I
東京営業所〒104 東京都中央区銀座8－3－7(伊勢半ビル)電話東京(03）572-5351(代)|｜
大阪営業所〒530 大阪市北区堂島北町31(堂北ピル） 電話大阪（06）345-2158（代)｜
尾道出張所〒722 尾道市土堂1－3－30 電話尾道(0848） 23-2864 1

大成設計工務株式会社
東京都台東区東上野1丁目28番3号
由

電話 03 （833） 0828， 0829
昌

I壼一h両一一． 一■
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蕊
LPG運搬船徳 邦 丸飯野海運株式会社

TOKUHOMARU

三井造船株式会社玉野造船所建造（第952番船） 起工48－9－14 進水48－12－26 竣工49－6－24
全長215.070m 垂線間長203.000m 型幅32.000m 型深21.500m 満載喫水11.110m
満赦排水量55,745kt 総噸数39,117.38T 純噸数23,730.45T 載貨重量38,823kt
貨物油槽容積61,203.066m3 主荷油ポンプ主LPGポンプ500m3/h×8台，ストリップポンプ200ms/h×4台
デリツクブーム5t×2台 燃料油槽E0. 2,544.1m3 D.0. 339.6ma 燃料消費量
50.5kt/day 清水槽342.9m3 主機械三井B&W6K84EF型ディーゼル機関×1基
出力（連続最大)15,500PS(114RPM) (常用)13,200PS(108RPM) 補汽缶椎煙管ボイラ
2,000kg/h×7kg/cmsG×1台 発電機ディーゼルダイハツ8PSHTb-26D1000BPS×720rpm,AC450V
670kW×4台 送信嬢（主)1.2kW1.0kW各1 (非)0.2kW1台 受信機全波4台
速力（試迩il展最大)17.85kn (満載航海)16.08kn 航続距離17,750浬 船級・区域資格NK遠洋
船型平甲板船型 乗組員46名 旅客4名 （別項参照）

油槽船英 雄 丸英雄海運株式会社 －21－
EIYUMARU

株式会社新山本造船所高知造船所建造（第170番船） 起工48－9－3 進水48-12-10 竣工49-5-25
全長178.50m 垂線間長167.00m 型幅25.00m 型深13.50m 満戦|喫水10.273m
満栽排水壁34,810kt 総噸数15,993.98T 純噸数10,646.20T 載貨重逓27,644kt
貨物汕刺|熔職36,039m3(含スロップタンク） 主荷油ポンプ桃型歯車式1,000ma/h×100m×4台
デリツクブーム8t×2台 燃料油槽、C"oil2,679.2m3 ､A"oil280.4m3 燃料消費通39.6t/day
清水榊350.8m3 主機械日立B&W6K74EF型単動2サイクル無気噴油自己逆転排気過給機付
ディーゼル機関×1基 出力（連続最大)11,600PS(124RPM) (常用) 10,600PS(120RPM)
補汽缶川||WPM型単胴水管メンブレーンチユーブウオール30,000kg/h×1台 発電機自励式交流防滴型
650kVA×445V×2台（ディーゼル駆動)760PS×900rpm×2台 送信機（主）中波・中短波・短波
1kW×1台(*ili)75W×1台 受信機（主）短波×1台（補）全波×1台 速力 （試遮il扇最大) 15.98kn
(満載航海) 14.7kn 航統距離14,000浬 船級・区域資格NK遠洋 船型世|甲板船型 乘組員30名
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木材兼撒積貨物船成 豊 丸協成汽船株式会社
SEIHOMARU

株式会社新山本造船所建造（第171番船） 起工48－12－27 進水49－4－13 竣工49－6－15
全長181.50m 垂線間長170.00m 型幅25.20m 型深14.00m 満載喫水10.073m
満載排水量34,797kt 総噸数16,769.50T 純噸数10,676.96T 載貨重通27,576kt
貨物艫容積（ベール)33,465ms (グレーン)35,088m3 臆口数5 デリックブーム25t×5台
燃料油槽帆B"oi1229.6m3 ､C"oil2,176.6m8 燃料消費量38.5tﾉday 清水槽512.4m3
主機械三菱スルザー7RND68型ディーゼル機関×1基 出力（連続最大)11,550PS(150RPM)
(常用)10,395PS(145RPM) 補汽缶コクランコンポジット型1,200kg/h×1台 発電機ディーゼル

禦罎30暦熱Fn淵塞凌c"vA×445V×2台 送信機(主)1kWⅢ台(補)75WⅡ台速力（試運転最大)17.76kn (満載航海)15.0kn 航続距離
15,000浬 船級・区域資格NK遠洋 船型凹甲板船型 乗組員30名その他3名

－22－ 貨物船日 岳 丸大日海運株式会社
NICHIGAKUMARU

今井造船株式会社建造（第330番船） 起工48－10－18 進水49－4－7 竣工49－5－31
全長145.758m 型幅21.900m垂線間長135.000m 型深12.200m 満載喫水9.393m
満載排水量21，645.80t 総噸数9,949.78T 純噸数6,874.27T 載貨電"17,003.26kt
貨物艫容積（ベール)20,539.8m3 (グレーン)21,900.1m3 雌口数4 デリックブーム25.0t×4台
燃料油槽1,546.8m3 燃料消費量26.5t/day 主機械神戸発動機8UEC52ﾉ105D型デｨｰゼﾙ機関×1基 出力(連続最大)8Wg(淵蹄) (常用)7,200Ps(169RPM)
補汽缶コクランコンポジット1,200kg/h×1台
送信機1kW×，台, 75M7×1台 受信機全波×2台発電機450kVA×AC445×”×60HZ×2台速力（試運転最大)17.74k,l
（満載航海)14.3kn 航続距離15,000浬 船級・区域資格NKNs*､Bt,lkcafrierMNs*
船型ウエル甲板船型 乗組員34名
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冷凍運搬船東 英 丸東興海運株式会社
TOEIMARU

高知軍工株式会社建造（第788番船） 起工48－8－8 進水48－12－25
織壺表9孟鴛全長141.15m 垂線間長132.00m 型幅18.50m 型深8.00m

満職排水母12,008.33kt 総噸数7,354.37T 純噸数4,151.02T 載貨重趙6.827.30kt
貨物総容積（ベール)10,460.16m3 艫口数 ｜ 燃料油槽1,694.38kt 燃料消賛量48.6t/day
清水榊350.95t 主機械川llifMANK8Z70/120E型ディーゼル機関×1基 出力（連続最大）

紫雛S(野瑚；駆雛37職蝋8曹鯏』3'×60HZ,1,120PS×720rpm×3雛 送信機(主）補汽缶コクランコンポジット型7kg/cm2G×エ基

lkW×1台（補)75W×1台 受信機全波×3台 速力（試連1扇最大)23.258kn (満載航海)22.187kn
航続距離18,300浬 船級・区域資格NKNS*MNS*RMC*MO遠洋 船型平甲板船型
乗組員30名

コンテナ運搬船えいしあんぶりんせす東慶海運株式会社 －23－
ASIANPRINCESS

株式会社来島どつく宇和島工場建造（第801番船） 起工38－12－13 進水49－2－22 竣工49－4－26
全長119.26m 垂線間長109.00m 型IIIg 18.00m 型深8.25m 満戦喫水6.01m
満載排水趣8,208kt 総lm数4,20052T 純噸数2,586.41T 載貨重量5,657.97kt
貨物舶容職（グレーン)8,353ma 総口数6 燃料油槽82174m3 燃料消費量20t/day
清水槽172.87m3 主機械神戸発動機6UET52/90D型ディーゼル磯関×1基 出力（連続最大）
6,000PS(198RPM) (常用)5,100PS(188RPM) 補汽缶縦型コンポジットボイラー×1台
発電機445kVA×450V×2台 送信機（主)800W×1台（補)75W×1台 受信機NRD-10×1台
NRD-2×1台 速力（試運転最大)17468kn (満載航海)146kn 航続距離10,000浬
船級．区域盗格NK遠洋 船型凹甲板船型 乘組員24名
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油槽船旭 星 丸旭タンカー株式会社
KYOKUSEIMARU

芸備造船工業株式会社建造（第256番船） 起工48－10－16 進水49－4－23 竣工49－6－6
全長97.480m 垂線間長90.000m 型幅16.000m 型深7.000m 満載喫水6.300m

総噸数2,98337T 純噸数1,72975T 載貨重垂5,403.526kt 貨物油槽容積5,532.55m3

主荷油ポンプ大晃機械歯車式1,200t/h×2台 燃料油糟253.042m3 燃料消賛量1609/ps-h
清水槽158.192ms 主機械ダイハツ6DSM-32型ディーゼル機関×1基 出力（連続最大）
4,200PS(600RPM) (常用) (2,100×2基） 補汽缶田熊汽缶EHO-6008kg/cm2RHO-1758kg/cm2各1缶
発電機大洋電機AC445V×250kVA×2台 速力（試運転最大)13.95kn (満載航海)13.26kn
航続距離5,000浬 船級・区域資格JG沿海 船型凹甲板船尾機関型 乗組員17名

－24－ ｾﾒﾝﾄﾀﾝｶｰ義謁扇繍謝蕊綴鱸難
株式会社臼杵鉄工所臼杵造船所建造（第897番船） 起工48－8－9 進水48－11－28
全長8500m 垂線間長79.05m 型幅14.80m 型深780m

満戦排水趣5,809.76t 総噸数2,488.88T 純噸数1,473.60T
貨物砿容積（グレーン)3,546m3 燃料油機15625m8 燃料消費屋373kg/h

主機械阪神内燃機6LUS40型ディーゼル機関×1基 出力（連続最大）
（常用)2,210PS(265RPM) 発電機225V×150kVA×2台 船舶電話装備
14.568kn (満載航海)14.179kt 航続距離5,300浬 船級．区域盗格JG沿海

竣工49－5－15

満載喫水6.75m
載貨亜量4,47772t

清水槽76m3

2,600PS(280RPM)

速力（試運'1愚最大）
船型平甲板船型
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貨物船こ う べ神戸船舶株式会社
KOBE

桧垣造船株式会社建造（第156番船） 起工49－3－3 進水49－4－25 竣工49－5－30
全長82.00m 垂線間長77.00m 型幅12.50m 型深5.75m 満載喫水5.659m
満載排水量4.143t 総噸数1,107.85T 純噸数743.61T 載貨重堂3,166.26kt
貨物艫容積（ベール)3,860.1m3 (グレーン)4,972.4ma 艫口数2 燃料油槽165,755m3
燃料消費量5.7t/day 清水槽40.475ma 主機械槙田鉄工所ESHC640型ディーゼル機関×1基
出力（連続最大)2,200PS(295RPM) (常用)1,870PS(279RPM) 補汽缶ヤンマ－6KFL-P型185PS
発電機防滴自己通風型AC445V×140kVA×185rpm×1,200rpm×2台 船舶電話 速力（試運転最大）
Wl2kn (満載航海)13.804kn 航続距離7,000浬 船級，区域資格JG沿海 船型
全通船楼二層甲板船尾機関船型 乘組員’3名

－25－油糟船瑞 晴 丸八幡汽船株式会社
ZUISEIMARU

桧垣造船株式会社建造（第153番船） 起工49－3－12 進水49－4－10 竣工49－4－28
全長76.22m 垂線問長71.50m 型IIIm 12.00m 型深5.40m 満栽喫水5.005m
満戦排水魁3,232.50t 総噸数999.66T 純噸数642.64T 載貨重逓2,463.282t

雛蝿湾職静58m3 主荷抽ボﾝﾌ｡ 750m3×70m×2台 ヂﾘﾂｸブｰﾑ0,9t×2台燃料消費量5.7t/day 清水槽54.220m3 主機械槙田鉄工所ESHC-640

説錨ﾙギﾔｰドデｲｰゼﾙ機関×,蕊 出力(遮続最大)2,200PS(295RPM) (常閑) 1,870PS
補汽缶タクマRHO-300型, 4t/h×7kg/cm2×1台 発電機AC225V×60HZ×100kVA

125PS×J,200rpm×2台 船舶電話 速力（試運1鼠最大) 12.436kn (満載航海)12.058kn
航続距離3,700浬 船級．区域資格JG沿海 船型凹甲板船尾機関船型 乗組員12名一酉一一一布一定司冨歌写里一＝＝－
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旅客兼自動車航送船さ 。品き隠毛駕光量噸茅苗
株式会社臼杵鉄工所臼杵造船所建造（第931番船） 起工48-11-28 進水49-1-14 竣工49-3-29
全長74.77m 垂線間長68.00m 型幅13.60m 型深4.50m 満載喫水3.20m
満載排水量1,744.65t 総噸数1,522.70T 純噸数679.39T 載貨璽趾447.57t
車輌搭載数混載中型車3台，大型バス13台，乗用車6台 燃料油槽52.91m3 燃料消費量
167.4kg/PS/h 清水槽40.86m3 主機械新潟鉄工所6MG31EZ型ディーゼル機関×2基
出力（連続最大)2,000PS×2(600RPM) (常用)1,725PS×2(568RPM) 補汽缶WHO-50型×1台
発電機300kVA×225V×2台 船舶無線電話1式 速力（試運転最大)16.616kn (満載航海) 15.898kn
航続距離1,300浬 船級・区域資格JG沿海 船型二層平甲板船型 乗組員27名8名（予）
旅客611名 航路高知県宿毛市・大分県佐伯市

－26－ 油槽船第二十三嘉栄丸有限会社嘉栄商会
KAEIMARUNo､23

下田船渠株式会社建造（第234番船） 起工48－9－24 進水49－4－10 竣工49－5－29
全長53.20m 垂線間長48.50m 型幅9.50m 型深4.45m 満載喫水4.00m
総噸数471.89T 純噸数233.91T 載貨重最1,199.30t 貨物油槽容砿1,118.17m8

主荷油ポンプ500kl/h×2台 燃料油槽26.32ma 燃料消費通144"/h 清水糟50m8
主機械ダイハツ6PSHTCM26EF型ディーゼル機関×1基 出力（連続最大)750PS(720RPM)
（常用)638PS(682RPM) 発電機交流横防滴自励型30kVA×225V×2台 船舶電話
速力（試運転最大)11.56kn (満載航海)10.241<h 航続距離1,645浬 船級・区域資格JG平水
船型凹甲板船尾機関船型 乗組員7名
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三井｢由良新鋭修繕船工場 」

鍵 鵬… …

霧
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蕊
篝
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聯…
■ 日亨唾宅玉■訂L＝評晶

…爵漢訳

大きな役割をはたす､大きなドック。
三井造船由良工場は､本州太平洋岸のほぼ中央､紀伊水道に面し

た由良港湾内に建設されました｡ここは､阪神工業地帯をまぢかに

ひかえ､さらに､東京､大阪､名古屋などわが国主要貿易港をむす

ぶ航路上にあり、とくにコンテナ船などスピードを生命とするラ

イナーにとって回航時間が短くてすむ有利な立地条件をそなえて

います｡入出港テレビ誘導装證･入出渠レーザー誘導装置など､由

良工場には新しいアイデアが|瞳所に採用されています｡タンカー、

コンテナ船とも､大型化著しい今日､330,000重垂|､ンドックを有

する由良工場の完成は､修繕期間の短縮､船主に対するアフター

サービスの強化など､大きな役割を果たす新鋭修繕専門工場とし
て､各方面から期待されています。

一
…

人間と技術の調禾ﾛに挑む

井造船
■■■■■■■

■■■■■■

一

本社東京都中央区築地5丁目6番4号〒104

由良エ場
和歌山県日高郡由良町〒649-11
遮話（07386）5－1111（大代表）
Telex 554-7610MSEYUR
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株式会社金指造船所
本社工場 ｜号船台 179m×29m 建造可能36,000DW

2号船台 175m×26m " 19,000DW

船渠 |25m×l8m 入渠可能9,200DW

豊橋工場建造船渠(299m+151m)×66m建造可能150,000DW

貝島工場 1号船台84.5m×4m 建造可能2,000GT

2号船台84.5m×4m " | ,000GT

3号船台84.5m×4m " 1 ,000GT

船渠 55m×l0m 入渠可能 700GTI
孫立代表取締役社長 足
一
ハ

本社および本社工場

豊橋工場

貝島工場

草薙工場

東京事務所

静岡県清水市三保491番地釘l

愛知県豊橋市明海町

静岡県清水市三保4010番地の19

静岡県清水市セツ新尾490

束京都港区西新橋2丁目8の8

電話

砥話

電話

電話

電話

0543-34-5151(大代表）

0532-25-4111(代表）

0543-34-5252(代表）

0543-45-8441(代表）

03-591-1306(代表）

テレックス3965-617

ソクス3965－770

ソクス3965－777

ソクス222－2662

し
し
レ

ー
プ
テ
テ ’

P

１
１
Ｉ
I
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…
DWI0,000KT型セメント運搬船“千島丸” 船主日本郵船株式会社

東北造船株式会社
取締役社長 織田沢良一

宮城県塩釜市北浜4の14の1電話(塩釜)(4)2111(大代表）
テレックス859208 TZHEADJ

宮城県多賀城市栄2丁目1番1号電話(宮城)(4)1127(代表）
東京都中央区日本橋2の3の10(丸善ビル7階）電話(271)1907～9
テレックス2225323 TZTKYOJ

本社および工場

多賀城工場
東京支店

' ’

技術と伝統を
歌
萌 る

§…4,.FP名J●

蕊轍嘩

■ 争■ 争

F識F識

建
§鯛鯛
＝

Ｐ
辱
』

準一

②株式会社臼杵鉄工所
本 社大分県大分市大字生石777田中ビル電話 0975(32)2131(代）

東京事務所 東京都中央区八重洲1の3の8井田ビル電話 03(273)1921(代）
神戸事務所神戸市生田区東町123 貿易ビル電話 078（32）8501(代）

佐伯造船所 佐 伯 市 鶴 谷 区電話09722(2)3331(代）
臼杵造船所 臼 杵 市 板 知 屋 l 電話09726(2)2121(代）

－29－
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③今蕊患船株式含社檜垣正司
本 社愛媛県今治市大浜丁408番地の3電話(0898)41-9456 〒799-21
丸亀事業本部香川県丸亀市昭和町30番電話(08772)3-0121 〒763
今治工場愛媛県今治市大浜丁408番地の3電話(0898)41-9456 〒799-21
東京事務所東京都港区東新橋1丁目2番17号下島ビル5F電話(03) 574-0531 〒105

船台及び船渠能カー

今治工場

(船台) Nol 5,500G/T （船台）

No.2 4,400G/T (船渠）
No. 1 3,509G/T
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Ｔ
Ｔ
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<営業種目＞

・各種船舶艦艇の設計、

建造、修理

・海洋構造物及び大型鉄

鋼製品の造修

一

◇稔齢碓榊田造船所
田 猛取締役社長神

広脇県盟田部川尻町向閉3413〒729-26

呉市號莱町2恭地の4〒737

束京都中央区銀座1~]~IJ20"12号〒104
鐙、ビル内

TEL(082387)(ft)3520

TELIft) (21) 1 571

TEL(RI (561)4101

場
場
所
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尼支下夛ビス鵬ン ’
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リングは
理羽子の技術に
おまかせ下さい

玉里研皇ピストンリングｺﾆ業は

日本のピストンリング製造
のノ母イオニアとして、40数

年、技術に亮鈴力寄きにみ力曾き

をかけて、今や-世界的なピ

ストンリングメーカーとな

り、その製造技術、製品は
-世界の最高峰であると自負
しております。

、理研ビズI-刈刀工業蕊
東京都港区西新橘1－7－13電話501-5201

』
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極

鐸

侭

耶

醗

I
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UBALLOY
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鰯

ユーバロイは、船舶の主機、中大型ディー
ゼル機関用として開発したもので、その安
定した耐磨耗性と耐折損性は業界でも定評
のあるところです。この材質は、高温還元
溶解と、強制脱酸とにより精選した溶湯を、
ピストンリングカーブ状の筒型に鋳造した
材質です。
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鰯’
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口
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社団7去人

日本造船工業会
古賀繁一
平町35番地（船舶振興ビル）
(502)2010～19

会長

東京都港区芝琴

電話

亀JAPANSHIPEXPORTERS'ASSOCIATION

日本船舶輸出組合
理事長砂野 仁

東京都港区芝琴平町35番地（船舶振興ビル）
電話 （502)2094～5， 1933

社団1去人

日本中型造船工業会
会長織田沢良一
区芝琴平町35番地（船舶振興ビル）
話 （502)2061～62， 0704

東京都港

電

－32－



ﾈ士団＃去.人

白用工業会日

’
長小菅根真造
港区芝琴平町35番地
話 (502)2041～42

会
都
電

東 京

財団を去人

本舶用機器開発協会日
会長山下 勇

理事長大江卓二
東京都港区芝琴平町35番地（船舶振興ビル）

電話 (502)2371(大代表）

|蝿 JAPANsHIPMACmNERYExPORTASSOCIATION

社団法人日本舶用機械輸出振興会 ’
会長野島富雄

東京都港区芝琴平町35番地（船舶振興ビル）
東京（504)0391
222-2548JSMEA J

サービスセンターロッテルダム・シンガポール

共同施設(ジェトロ） シンカポール・シドニー・ニューヨーク

事務局
電 話
テレックス

海外事務所
ロ，ソテルダム

|’

社団法人

合舶電装協会日
長谷川錦三‐会長

東京都港区新橋3
電話

(田村町ビル）丁目 3番14
（504） 0 8 5

ロ
亨
只
〉

一

’

一－＝＝ 一一一 .一一一ﾆ ｰ
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安全な航海のために｜操舵室の窓は
クリヤ

；

画一に
二一

灘灘鶴灘蕊蕊議譲鍵蕊鰯蕊

日本沿海フェリー｢えりも丸｣のブリッジの窓

結露･氷結から視界をまもりま支
電発熱させ､曇りだけでなく、氷

結を防ぎ融雪もする安全な窓ガ

ラスですbもちろん金属膜は透視

の妨げにはなりませんし、被膜の

保護や感電防止は万全で尤

またまんいち割れても破片の飛び

散らない安全な合せガラスです｡

変わりやすい海洋気象､飛び散る

しぶき､吹きつける氷雪､操舵室

の窓は、どうしても曇りがちです。

でもヒートライトCの窓なら､いつも

快適な視界をお約束しま魂

ヒートライトCは､ガラス表面に薄

い金属膜をコーティングして､通

※あわせて、ヒーI､ライト製品の姉妹

品、ヒートコントローラーのご使用を

おすすめします。

ヒートコントローラーは、自動的に

使用適正温度を保ちますので:ON･

OFFの手間がいりません。

ヒーB－コヨトロー壽一

結露｡氷結防止作用、融雪作用のある安全ガラス

ヒートライト⑨⑥
日
■
■
■
■
日
旧
■
ｒ
ｂ
Ｅ
Ｆ
Ｉ
Ｂ
、
■
■
早
口

’ ’

塵翻筆旭硝子
東京都千代ul区丸の内2-1-2(千代田ピル）迩諦(03)218 5339(車輌機材営業部
支店＝東京・大阪・福岡・名古屋・札幌・仙台・広馬

蕊 －34－
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輸出油槽船TACTIC
船主MoonTideShippingCompanyS.A・ (Greece)
川崎重工業株式会社坂出工場建造（第1210番船） 起工48－9－25 進水49－1－31 竣工49－5－24
全長319.93m 垂線間長305.0m 型幅53.0m 型深25.30m 満赦喫水19.653m 満載排水量
268,038t 総噸数105,365.35T 純噸数87,764.56T 赦貨重量233,341t 貨物油櫓容積287,860.43m3
主荷油ポンプタービン駆動4,000/4,200m3/h×150/144.5mTH×3台 デリックブーム20t×2台 燃料油槽
7,702.88m3 燃料消費量173.8t/day 清水槽699.48m3 主機械川II5UA-360型二段減速歯車装置付舶用
タービン1基 出力 （連続最大)36,000SHP(90RPM) (常用)35,000SHP(89RPM) 主汽缶川llif
UMG70/56-UA型二胴水管式×2台 発電機（タービン駆動) 1,600kW×2,000kVA×AC450V×1台
(ディーゼル駆動)760kW×950kVA×AC450V×2台 送信機（主)HF800W,MF550W,HF1,200W×各1台
(補)75W×1台 受信機全波MF･MHF各1台（補) 1台 速力（試運転最大)17.154kn (満栽航海）
16.03kn 航続距離15,380浬 船級・区域資格NK遠洋 船型平甲板船型 乗組員41名
|司型船WORLDCOMET ノズルプロペラ装備

－36－ ゴールデン ウイスタリア
輸出鉱石兼油槽船GOLDENWISTARIA

船主CameliaS.A. (Panama)
川崎重工業株式会社神戸工場建造（第1211番船） 起工48－9－6 進水49－3－28 竣工49－6－24
全長289.00m 垂線問長275.00m 型幅44.00m 型深24.20m 洲戦喫水17.956m WWil魂排水量
187,304t 総噸数77,872.62T 純噸数63,817.21T 戦貨重量157,675t 貨物船容砿（鉱石)86,355.3m3
貨物油機容積194,668.9m3 主荷油ポンプターピン駆動3,500m3/h×145mTH×3台 艫に|"10
デリツクブーム 15t×2台 燃料油槽10,408.5m3 燃料消費量101.3t/day 清水槽484.5mB 主機械
川崎MANK8SZ101/180型ディーゼル機関×1基 出力（連続最大)32,000PS(106RPM) (常用)27,200PS
(100RPM) 補汽缶川崎BDSM型1基 発電機デイーゼ駆動AC450V×1,500kVA×2台 送信擬
（主）中，中短，短波(SSB付）各1台（非）中，中頃，短皮各1台 受信隣（主）全捜×1台，全波
(SSB付)×1台（非）全波1台 速力（試運転最大)16.948kn (満戦航海) 15.62kn 航続距離33,400浬
船級・区域資格NK遠洋 船型船首嬢付平甲板船型 乗組員36名 MO取得（別項参照）
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輸出汕糟船eAZIANTEP

船主DB.TurkishCorgoLines(Turkey)
石川島播磨重工業株式会社機浜第二工場建造（第2374番船） 起工48－9－20進水49－2－2竣工49－5－8
全長286.500m 垂線間長270.000m 型幅44.500m 型深22.000m 満載喫水16.842m
総噸数79,805.68T 純噸数57,999T 載貨重量146>232kt, 143,923Lt 貨物汕槽容職178,437ms
主荷油ポンプVerticalSteamCentrifugal3,500m3/h×125m×3台 凌油ポンプ300m3/h×125×1基
デリツクブーム15t×2台 燃料油槽8,656m3 燃料消費量95t/day 清水糟547m3
主機械IHIスルザー10RND90型ディーゼル機関×1基 出力（連続最大)29,000PS(122RPM)
(常用)26,100PS(117.8RPM) 柿汽缶IHIADM-801型ボイラ×1台 発電機タービ
ン駆動1,100kW×AC60HZ×450V×1,800rpm×1台， ディーゼル駆動1,100kW×AC60HZ×450V×720rpm×1台
送・受信機A, l.2kWA8Al.2kWA3J1.2kW×1台 速力（試運転最大)17.16kn (満載航海)15.6kn
航続距離25,000浬 船級・区域資格ABS遠洋 船型平甲板船型 乘組員54名

パオラフ丁一スト

輸出油槽船PAOLA I
－37－

船主UnionrankersCorporation(Liberia)
住友重機械工業株式会社浦賀造船所建造（第966番船） 起工48-11-28 進水49-3-7 竣工49-6-14
全長267.00m 韮線間長258.00m 型1ifi 44.00m 型深22.90m 満載喫水エ7.031m(ext.)
満戦排水量146,491mt 総lIi数65,067.13T 純噸数49,009T 赦貨重量141,586mt
蛍物汕槽容砿166,335.2m3 主荷汕ポンプ3,500mg/h×125mTH×3台 デリックブーム 15t×2台
燃料油槽7,491.5m3 燃料消費量91.8t/day 清水槽617.0m8 主機械住友スルザー9RND90型
ディーゼル機関×1基 出力（連続最大j'2a100PS(122RPM)=4常用)22,200PS(116RPM)
補汽缶油専焼二胴水管式ボイラー35t/h×2台 発電機（ディーゼル駆動)AC450V×670KWWr×3台
送信機（主）（補）各1台 受信|幾 （主）（補）各1台 速力（試遮転最大)16:30kn (満戦航海）
1507kn 航続距離25,000浬 船級．区域資格ABS遠洋 船型船首楼付一屑甲板船型
乗組員39名



スザンヌ オンスクッド

輸出油槽船SUSANNEONSTAD

船主AamodtsTankrederiA/S NielsonstadsTankrederiA/S(Norway)
三井造船株式会社玉野造船所建造（第972番船） 起工48-11-5 進水49-2-5 竣工49-5-15
全長271.000m 垂線間長260.000m 型幅44.000m型深22.400m満載喫水17.043m 満載排水歴
162,447kt 総噸数75,549.81T 純噸数53,152.32T 栽貨重量138,335kt,136,156Lt 貨物油槽容積
166,688.5m3 主荷油ポンプ3,400m3/h×dl4atg×3台 デリツクブーム 15t×2台, 5t×2台 燃料油糟
F07,436.8m3 DO395.6m3 燃料消費量95.4kt/day 清水柚632.2m3 主機械三井B&W8k90GF
ディーゼル機関×1基 出力（連続最大)27,300BHP(114RPM) (常用)24,800BHP(110RPM)
補汽缶三井二胴水管ボイラ35,000kg/h×16kg/am2×2台 発電機ディーゼル駆動8PSHTC-26D
1,120BHP×720rpm,760kW×2台，ダーピン駆動三井BBCMTG-200AC450V850kW×1台 送信機（主）
EB-1500, 1.5kW1台（非)EB400500Wエ台 受信機651S-1(collins)EB-2026 2台 速力
(試運転最大)16.87kn (満載航海) 15.8kn 航続距離19,400浬 船級・区域資格NV遠洋
船型平甲板船型 乗組員48名 機関室に高膨張泡消火装置あり

－38－ ゴータマ ブッダ

輸出撒積貨物船GAUTAMABUDDHA

船主TheShippingCorporationoflndiaLtd｡ (India)
三菱重工業株式会社広島造船所建造（第240番船） 起工48－11－14 進水49－2－13 竣工49－5－24
全長261.00m 垂線間長247.00m 型幅40.60m 型深24.00m 満載喫水17.608m
満載排水趾150,621kt 総噸数72,759.11T 純噸数46,593.38T 載貨重量129,513kt
貨物艫容職（グレーン) 140,212m3 艫口数9 燃料油槽7,271m3 燃料消費鐙85Lt/day
清水補1,265.3ms 主機械三菱スルザ-9RND90型ディーゼル機関×1基 出力 （連続最大）
26,100PS(122RPM) (常用)23,490PS(118RPM) 補汽缶コクラン型 発電機ディーゼル駆動
AC450V×962.5kVA3台 送信機（主)CRUSADER (非)OCEANSPAN7E 受信機（主）
APOLLO(非)ATLANTA 速力 （試運転最大)18.28kn (満栽航海)15.60kn2 航続距離25,300浬
船級・区域盗格AB遠洋 船型平甲板船型 乗組員70名
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輸出油槽船紬ESOLOGI

船主MetropolitanMarineTransportCorp. (Greece)
日立造船株式会社因島造船所建造（第4399番船） 起工48－10－26 進水49－2－6 竣工49－5－22
全長266.70m 垂線間長255.00m 型幅41.40m 型深22.20m 満載喫水55'－2'/s〃 満載排水量
149,669Lt 総噸数61,171.57T 純噸数46,332T 載貨重量123,303kt 貨物油糟容穣153,871.03m3
主荷汕ポンプ3,000m3/h×10.5kg/cm2×3台 デリツクブーム 15t×2台, 4t×1台 燃料油槽4,934.15m3
燃料消畿量77.5t/day 清水槽489.80ma 主機械日立B&W9K84EFディーゼル機関×1基
出力（連続最大)233200PS(114RPM)(常用)21,100PS(110RPM) 補汽缶80,000kg/h×15.5kg/cm3×1基
発電機タービン駆動1,125kVA×AC450V×(60c/s×1,800rpm×1基), ディーゼル駆動600kVA×AC450Vx
(60c/s×720rpm×2基） 送信機（主)NSD~7B* 1台（補)NSD266F1台受信機（主)NRD-15J×1台
(補)NRD3 1台 速力（試運il扇最大)15.930kn (満載航海)14.6kn 航続距離21,000浬船級・区域資格
ABS"OilCarrierand"AMS 船型平甲板船型乗組員47名

アムベトカー

輸出油槽船BR. AMBEDKAR
－39－

船主TheShippingCorporatiOnofIndiaLtd(India)
三菱重工業株式会社神戸造船所建造（第1050番船） 起工48-10-9 進水49-2-15 竣工49-5-29
全長237_614m 垂線間長226.00m 型幅39.40m 型深18.70m 満戦喫水13.948m 満栽排水品
106,245t 総噸数51,528.79T 純|噸数36,709.45T 赦貨重騒88,041Lt 貨物汕櫓容穣105,816.6m3
主荷汕ポンプターピン駆動渦巻ポンプ2,000m3/h×150mTH×3台 デリックブーム10t×2台, 4.5t×2台
燃料油糟4,999.1m3 燃料消澱通62.5t/day 清水槽312.9m8 主瀧械三菱スルザー7RND90型ディー
ゼル機関×1基 出力 （連続最大)20,300Ps(122RPM) (常用)17,250PS(116RPM) 補汽缶三菱ダブル
エバポレーションタイプ32t/h×2台，排エコ1.8t/h×1台 発電織ディーゼル駆動1,000kVA(800kW)

送信'詮偶織繍砦鰡×'台
X450V×3台
(補）全波×1台
船型平甲板船型

(補）中・短波400W×1台 受信機（主）金波×1台
航続距離24,000浬 船級・区域資格ABS遠洋

乗組員69名

ー＝ー一一=一口･‘-,1.,P－－－－ －－－－ = ー･ﾛ■･ 空 PL _一一＝ー－= －－■ ｰ． -- . 一 一 －－－
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輸出油槽船DACIA

船主Navimpex-Galati (Roumania)
石川島播磨重工業株式会社相生工場建造（第2367番船） 起工48－9－7 進水48－11－9 竣工49－4－5
全長242,11m 垂線間長230.00m 型幅40.00m 型深18.00m 満載喫水13.608m
総噸数46,900.05T 純噸数30,848.25T 載貨重量86,094kt 貨物油槽容秋105,341.6ma
主荷油ポンプ2,750m3/h×110m×3台 凌油ポンプ200ma/hX110m×1台 燃料汕槽3,637m3
燃料消費量67.0tJday 清水槽412.9m8 主機械IHIスルザー7RND90型ディーゼル機関×1基
出力（連続最大)20,300PS(122RPM) (常用)18,270PS(117.8RPM) 補汽缶IHI2DWT-ADM321S,

16tg/Cm℃×214｡Cx27.5TH×2台 発篭(職患驚哩窃蝋纈淵淵W600"撚織送信機A1 1.2kWl台,A20.5kW1台
17,000浬 船級・区域資幡LR遠洋 船型平甲板船型 乗組員45名

オリエンタル タイオ

輸出チップ運搬船ORIENTALTAIO

船主AssociatedNavigationCorporatiopJpc. (Liberia)
林兼造船株式会社長崎造船所建造（第838番船） 起工48-11-20 進水49-4-3 竣工49-6-28
全長205,74m 垂線間長196.50m 型深21.30m型幅30.48m 満載喫水11.3495m
満戦排水量58,620.04kt 総噸数36,952.44T 純噸数27,885T 載貨亜量46,625.33kt
貨物舶容職（グレーン)88,903.51ml . BeltConveyQrBlOt/h×180m/min,Cral]bucketl3in3×3台
Hdppet40m3x4台 総口数6 デツキクレーン 10.5t×3台 燃料iII槽ⅧA"oi1306.201fib
℃〃 oil2,209.66ma 燃料消蟹趣43.5t/day 清水槽512.64m3 主機械三菱スルザー7RND76型
ディーゼル機関×1藻 出力（連続最大)14,000PS(122RPM) <常用2.Ll,900PS(115.5RPM)
補汽缶コクラン缶1,2001<g/h×1台 発電機ディーゼル駆動840PS×AC445V×725kVA×3台 送信機
(主)1.2kWSSB1台（補)50W.1台 受信機（主）全波1台（補）金波1台 速力（試遮転最大）
16.948kn (満載航海)14.8kn 航続距離14,000浬 船級・区域資格ABS遠洋 船型平甲板船型
乘組員47名 同型船WORLD WOOD
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輸出撒砿貨物船ASIAFALCON

船主LiberianBouhiniaTransports,Inc. (Liberia)
住友重機械工業株式会社浦賀造船所建造（第961番船） 起工48－10－25 進水49－3－23 竣工49－6－25
全長180,00m 垂線間長170.00m 型I|15 28.40m 型深15.00m 満載喫水10.873m(ext.)
満救排水品42,270mt 総|噸数18,394.45T 純噸数11,958.36T 赦貨重量34,702mt
貨物雌容職（ベール)40,969m3 (グレーン)42,655m3 龍口数5 デリックブーム15t×1台
デツキクレーン8t×4台 燃料油槽1,825.7m3 燃料消費量40.7t/day 清水櫓436.6m3
主機械住友スルザー6RND76型ディーゼル機関×1基 出力（連続最大)12,000PS (122RPM) (常用）
lpgqqPS(116RPM) 補汽缶油専焼コーナーチューブ式1.2t/h×1台，排ガスエコノマイザー1.2t/h×1台
発電機（デイーーゼル駆動)AC450V×660kW×2台 送信機（主) 1,200w(補) 130W
受信機（主）（補）各1台 速力（試運転最大）16.96kn (満救航海)15.13kI1 航続距離15,000浬
船級・区域資格BV遠洋 船型船首尾楼付一層甲板型 乗組員35名

エツソ ホンコン －41－
輸出汕槽船ESSOHONGKONe

船主EssoTanke,fslnc. (Liberia)
石川脇播磨重工業株式会社相生工場建造（第2320番船） 起工48－6－7 進水48－9－18 竣工49－1－30
全長170.00m 垂線間長162.00m 型||IM 26.00m 型深14.35m 満戦喫水10,986m
総噸数17,218.02T 純噸数10,581T 載貨重量29,218Lt 貨物油1:l'l溶砿38,275m3
主荷i11ポンプ900m3/h×90m×4台 俊汕ポンプ150m3/h×90m×1台 デリックブーム5t×2台
燃料油槽2,360.8m3 燃料消費量37.2Lt/day 清水榊428.7m3 主機械IHIスルザー7RND68
型ディーゼル儀関×1基 出力（連続最大)1L550PS(150RPM) (常用)10,395PS(114.8RPM)
補汽栃IHI二胴水管式×1台
無細翁器A, 1.2kW×1fi,A20.5kWⅡ台発噛(説鼠韓蕊蝿雛W磯懸職捌i<720&鵜観
19,500浬 船級・区域盗格ABS遠洋 船型ウエル甲板船型 乗組員35名

－ｰ（ 一

軋垂

鑑識
㎡』

總癖 F
芦
。
Ｆ
ｈ

ｊ
ｑ
４

，
り
い
上り呵

壷
印
『
些
哨

■
Ｊ
ｌ
ｌ

配

…酷奄 ＝二里

‘i

蕊

ー

且一

‘、岬 可
弓

ト ロー '剤
､‘~酸ョ

L

ロ
己

#鋤､篭錘1口雪 錨
蝿。

…
藍藍

、

蟻
塞皇参二窪

■

牽 君

少

…

匙

和感壷=ここ0審
D三二二 ・ _ a一一一ー･~竺苧一▲一目①ローザー■ー

■一一一



I】

I 蝋,Ff･･‘棚，蝋,Ff･･‘棚，
j竿呉L型

晶異…晶異…ｑ
咽
１
．
．
８

＝＝

……

、 一
宮
》

一
宮
》

＝＝

～～

一 ‐‐

幕幕66

鍔
0

．､』

‐
争■

II ＝
一

瞬一

●

瞬一

●

一一

‘’‘’
空竜空竜

勢三謨壹量勢三謨壹量
＝

一
一

』
一
一

一宮一

鍾雲
一＝

ざざ

入－－基轄渡豆 密=＝＝密=＝＝ー

1■

皇蔀曇零”~

■

識室

電禦霧
一

4』

オデッセイ

輸出撒積貨物船ODYSSEY-10

船主OdysseyShippmglnc. (Liberia)
株式会社名村造船所建造（第418番船） 起工48－11－2 進水49－2－9 竣工49－5－24
全長177.03m 垂線間長167.00m 型幅22.90m 型深14.50m 満載|喫水10.404m
満載排水量33,493t 総噸数15,976.11T 純噸数10,952T 載貨重逓26,947t 貨物艫容砿
(ベール)32,890ms (グレーン)34,247m3 龍口数5 デッキクレーン10t×5台 燃料油槽
1,988.3m8 燃料消費量、A"2.0t/day 、C"37.7t/day 清水槽201.4m3 主機械住友スルザー
7RND68型ディーゼル機関×1基 出力（連続最大)11,550PS(150RPM) (常用)9,820PS(142RPM)
補汽缶コクランポイラ7kg/cm2×169.6｡C×1,200kg/h 発電機デイール駆動AC自励式4475kVA
(380kW)×450V×3台 送信機（主)1.2kWSSB×1台（非)A,50WA2130W×各1台 受信機
(主）1台（非）1台 速力（試運転最大)17.73kn (満載航海) 15kn 航続距離16,500"
船級・区域資格ABS遠洋 船型凹甲板船型 乗組員39名 同型船KAPETANSTAMATIS

－42－ エツソ ベイウエイ
輸出油槽船ESSOBAYWAY

船主EssoTankerslnc. (Liberia)
日立造船株式会社向島工場建造（第4367番船） 起工48－12－12 進水49－3－20 竣工49－6－21
全長161.200m 垂線間長152.000m 型幅23.500m 型深12.750m 満救吃水(ext)32'-23/8"

純噸数7,578T満載排水愚28,463Lt 総噸数12,805.52T 載貨重通22,339Lt 貨物油槽容積
930,517fta 主荷油ポンプ1,300m3/h×11kg/cm2×2台 デリックブーム5t×2 2t×1台
燃料油糟66､843ft3 燃料消徴量35.3t/day 清水槽6,657ft3 主機械日立B&W7K62EF型ディー
ゼル機関×1基 出力（連続最大)9,400PS (144RPM) (常用)8,600PS (140RPM) 補汽缶日立造船
型二胴水缶ボイラ×1台 発電機自己通風全閉型687.5kVA(550kW)×AC450V×60HZ×3台 送信機
（主） 1台 （補） 1台 受信機2台 速力（試運転最大) 15.744kn (満載航海)15.0kn 航続距離
10,000浬 船級・区域演格AB遠洋 船型船尾楼付一層甲板船型 乗組員36名
同型船ESSOMUKAISHIMA (別項参照）
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｜ ”録…に鐙愚謹詐ｪ瀧"シシゞフルームのマークは，横揺れ防_llz装鍾

ルです。

侭頼性，性能’製ｲ乍技術プラス独特の
鎚虚と大きな跨りを添えてシステムを
提供していまず。もちろん他ではまね

ので苔ない特許です。フルームは，船
舶の械拙れ防止装磁として今までも，

またこれからも，世界駁藏の栄播を維

持し続けます。

15年の経験を過去に持ち,世界中で750

聾を越す装備実績のあるフルームは，

海運罪でその機能が週められた栄光の

シンボルなのです。

肥Designed&Engineerefl.y!9I:INIMFMULLENA5SocIATES, Inc
ShipMotion5Division

NavaIArchiledS・MarineEngineers･Consullants

OneWorldTradeCenler,Suite#3000,NGwYOrk,NY､ .10048
Offi"sandrepresentativesthroughculIhewor1d.

太 軒／宙古鍬｡.中反八T堀？－7〈士本 社/東京都中央区八丁堀2－7〈大

I I

'’
1I

石ビル〉電話(552)5101(代)TELEX252-2146

極東マツク｡グレゴー株式会社久皇浜工鳴/横須賀市久里浜1丁目'9-1電話横須簡0468(42)1234TELEX3852-534
神戸営業所／神戸市生田区海岸通2－33〈朝日ピル＞電話(39I)8864(代)TELEX5622-339

日本総代理店
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..K''LXNE
I 崎汽船川
取締役社長 足 立 護

本社神戸市生田区
電話

東京本部東京都千代田区内幸町
電話

８
１
２

鼠、－
０
㎡
－
１
，
１
Ｊ

１
〃
６

岸
“
１
０

３
－
５

海
く
２
く

り 八番

151 （代）
飯野ピル

000 （代）

' 1

日本郵船
NrXF.万ME
取締役会長

取締役社長

吉
地

有
菊

義 弥

庄 次 郎

社東京都千代田区丸の内二丁目3番2号
電話東京（212） 4211 （大代表）

本

－44－



商船二

面O鼠・nmeSM量Sm一世
●

大販 井船舶
久雄

義雄
福
篠

取締役会長

取締役社長

田
田

束京都港区赤坂5丁目 3番3号

電話（584） 5 1 1 1 （大代表）

回 L…

日召和海運
取締役社長 末 永 俊 治

東京都中央区日本橋室町4丁目1番地(室町ビル）
電話（270） 7211大代表

"YSL互ⅣE
山下新日本三毛殉告

郎
夫

下
一
一
一取締役会長

取締役社長

山
堀 武

本社東京都千代田区一ツ橋1－1－1

電 話 （ 2 8 2 ） 7 5 0 0

－45－
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新和海逼
菫
日和取締役社長

一
一
一

本 社 東京都中央区京橋1丁目3番地（新八重洲ピル）

電話東京（567)1661 （.大代表）

一
Ｉ

運日召 園夕〃も、
Ⅲ

取締役社長 中 川 次 郎
一
一
亘

本社 東

電

都中央区八重洲 1 の4の14

東京 （272） 8 4 4 1 （大代表）

京
話

|■
』

1西寿宅蕊沿
取締役社長 藤井 敬 一 郎

_」
本 社

東京支社
大阪市北区宗是町1 電話大阪（441 ）大代表9161
東京都中央区八重洲1の9の9(東京建物ビル)電話東京(281)2621.4176(代表）

1第一中央莞船株式曹牡

取締役社長 江 村 英 雄

本社 東京都中央区日本橋3の5の15（同和ビル）
電話 東京 （272） 0 8 1 1（大代表）

大阪支店 大阪市西区靭1丁目123 近畿富山会館ビル
電話 大阪（443） 6821～5

－46－



光汽船
一
一
一

S盈 OZ
取締役社長 河 本

部 東京都千代田区有楽町’丁目']の’

社 大阪市西区靭1丁目45

敏 夫
’

電話（216)6261 （大代表）

電話（443)1151 （大代表）

本
本

｜

｜

’

さんふらわあライン
＝1■■■

五グー赫式釜涯’ ’
次 郎

＝

ニ
ー

ik.H知I1jI*jは!）まや町1－5－1（中川ピル7F）
冠‘名0888(84)6611
庇児胤ilj山色凹町3丁目22(住友生‘輪鹿児パルピル4F）
弛話0992(26)6713〒892
熊卒IIj新ilj街13-19(岡村ヒル4F）
芯‘古0963(53)1533〒860

取締役社長 中 川
蔑知支店

鹿児島支店

熊本営業所

ーー

本 社

名古屋支店

那智勝浦支店

大阪支店

収叶‘3郁ﾒI,央区′KiX洲1丁目4醤14¥（!'【 1 11ビ'し）

岻!j803(2741171】(代｝ 〒103
箔11,雌IIjiI1IX別r'聴町4 J~ 1 12冊地（II hW1上,L）
,ILMﾊ052(931)0461(代） 〒460
fI】歌111V,｛収咋唾郡肌W勝ilIi町人；尚1014－4
IIL‘,807355イ2）3425
大敗11j北ⅨI沖拙戯r 1.-420(大威駅Iill輪l上!L81.. ）
hIL‘,門06(344)2751〒530

仏
旧 海運株式 社明

Ａ
酉

代表取締役社長 内 田 勇

本 社
東京出張所

神戸市生田区明石町32電話神戸(331)3701(代表）
東京都中央区日本橋室町3ノ3 （三井別館）
電話東京 （ 2 7 9 ） 4 9 5 1 （代表）

△
玄栗林商船株式 社

友
定

一
．
一林

林
取締役会長

取締役社長

栗
栗 友

本社 東京都千代II1区丸の内2－4-1 (丸ビル）
電話東京（201） 1 651 （代表）
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太平洋海運
取締役社長 山 地 平

一
一
一

東京都千代田区丸の内2丁目4番1号（丸ビル）
電話 東京（20 1） 2 1 6 6 （代‘表）

Ｉ
一

「
1
1

日正汽列
ｎ
口

’
取締役社長 松 島 郎二

Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ
ｆ－

本 社 東京都千代田区丸の内2丁目2番1号(岸本ビル)東京(216）1071(大代）

一
■

’
取締役社長 井 順上

本社 東京都中央区宝町1－2（西銀ビル）

電話 （567） 0981 （代表）
一

一

雄洋海運
取締役社長 長 沢 亀 代 梢

束京都中央区日本橘2－14－9 （加商ビル）本 社
屯 話 束 京 （274） 5 2 5 1

－48－



東京タンカー株穏懲
I

壺 井 玄 剛取締役社長

本社東京都港区西新橋1丁目3番12号(日石本館)電話東京(502)1511

大洋商船株式会社

取締役社長 中 部謙次郎

東京都千代田区丸の内2丁目4番1号

一
一

－

LINESⅡN口
飯野海運株式會社

取締役社長 風 早 英 雄

本 社 東京都千代田区内幸町2－1－1
電話 （506） 3000

一

大島五重亜翁

取締役社長有村治峯
名 瀬 市 入舟町 8 番 21 号
鹿 児 島 市泉町 16 番 4 号

東京都中央区日本橋1丁目3番11号(浅野ビル9F)
大阪市北区曽根崎上4丁目20番地(大阪駅前第1ヒル6F)

電話09975(2)2111
電話0992(24)2111
電話03(273)8911
電話06(341)8071

本 社

鹿児島支社

東京支店
大阪支店

－49－
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i愉出貨物船BLUEBOTTLE

船主CompaniaMaritimaDeEscalaS.A. (Liberia)
波止浜造船株式会社述造（第537番船） 起工48-12-22 進水49-3-9 竣工49-5-17
全長138.46m 垂線間長128.00m 型幅21.40m 型深12.00m 満載喫水9.010m
満載排水量19,308.70t 総噸数8,659.40T 純噸数6,159.66T 載貨重量15,180.56kt 14,940.86Lt
縮|]数4 デリックブーム22t×4台 燃料汕梢、A"oi1221_00m3 MC"oil l,508.78m3 燃料消費量
25,6t/day 清水榊621.80m3 主機械 :III1戸発動機8UEC52/105D猟ディーゼル機関×1難 出力
(連続簸大) 8,000Pg(175RPM) (常用)6,800PS(165.7RPM) 補汽IIr コクランコンポジツI､咽×1台
発砺機西芝電機400kVA×440V×900rpm×2台 送信機（主) 1kW×1台（補)75W×1台 受信機
(主） 1台（補） 1台 速力 （拭迎転簸大) 17.498kn ("JI"") 14.1kn 航続距離16,2401IM
船級・区域盗絡NK遠洋 船ﾂ『'! 凹IF板船型 乗組員30名

’

１
１

■■ ■ ■■■ ■ 勺 ■－－－－－
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輸出貨物船PEARLLOTUS

船主SIeddallShippingCorp. (Panama)
高知県造船株式会社建造（第552番船） 起工48-12-22 進水49-2-8 竣工49-4-1

蝋蕊127.97m 垂線間長ユ19.00m 型幅18.30m 型深9.90m 満載l喫水7.755m
13,148.00kt 総噸数6,017.46T 純噸数4,174.68T 載貨重量10,212.00kt
(ベール)12,808.13m3 (グレーン)13,018.59m3 "1.数3 デリックブーム 15t×4台
職A"｡i1 127t 、C"oil854上 燃料消費鐙16.9t/day 主機械神瞥鋤蕊清水槽750t
6UET52/90D型ディーゼル機関×1基 出力（連続最大)_62000Ps(198RpM) (常用)51100PS(187.5RPM)
補汽缶コクランコンポジッl､ボイラー 発電機250kVA×2台 送信機（主)800W×1台（補）
751V×1台 受信機全波2台 速力（試運転最大)17.185kn (満載航海) 13.3kn 航続距離
12,000浬 船級・区域資柊NK遠洋 船型凹甲板船型 乗組員33名

ｴｽぺﾗﾝｰ

輸出貨物船ESPERANZA

船主EsperanzaNavieraS.A・ (Panama)
波止浜造船株式会社建造（第548番船） 起工49－1－23 進水49－3－21 竣工49－5－31
全長127.97m 垂線間長119.00m 型ll1m 18.30m 型深9.90m 満載喫水7.7561エュ
満載排水量13,150.00t 総噸数6,010.94T 純噸数4,198.03T 赦貨亜超10,047.33Lt lO,208.52Mt
貨物雌容積（ベール)12795260m3 (グレーン)13,271.52m3 鎖口数3 デリツクブーム 15t×2台
20t×2台 燃料油槽帆A"oil 181.27m3 、C"oill,051.12mB 燃料消費量19.2t/day 清水槽
763.26m3 主機械神戸発動機6UET52/90D型ディーゼル機関×1基 出力 （連続最大)6,000PS
(198RPM) (常用)5,100Ps(187.5RPM) 補汽缶コクランコンポジツト型×1台 発電機大洋電1鍵
300kVA×450V×1,200rpm×2台 受信機（主)1台（補）]台 速力(試連賑最大)17.150藍信撫赫0Y鵬台(補)75W11S航続距離14,440浬 船級・区域資格
NK遠洋 船型凹甲板船型 乗組員33名
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輸出汕槽船oLAUTHOR

船主OlauLineLtd. (Denmark)
太平工業株式会社安芸津造船所建造（第302番船） 起工48－11－2 進水49－2－22 竣工49－5－10

， 全長110.25m 垂線間長103.00m 型幅17.50m 型深9.10m 満載喫水(mld)7.856m
満赦排水量11,206.00kt 総噸数5,140.98T 純噸数2,936.73T 載貨重通8,470.25kt(8,336.686Lt)
貨物油槽容積9,730.248ms 主荷油ポンプ縦型歯車式500m3/h×80mTH×4台 タンク数12
燃料油櫓995.70mB 燃料消費趣17.43t/day 清水機205.50m 主機械赤阪鉄工所6UET52/90C型
ディーゼル機関×1基 出力（連続最大) 5,200Ps(195RPM) (常用)4,420PS(185RPM) 補汽缶
立形水管式4,400kg/h×9kg/cm2×2台 発電機300kVA(240kW)×AC445V×”×60HZ×2台 送信機
（主)1.5kWSSB1台（補)75W×1台 受信機全波×2台 速力（試運転最大) 14.95kn (満載航海）
13.22kn 航続距離15,100浬(13.22knにて） 船級・区域資格LR遠洋 船型凹甲板船尾機関船型
乗組員29名 同型船藤春丸

シグナス フオレスト －53－
輸出貨物船CYeNUSFOREST

船主CaSsiopeiaShippingCQ・Ltd. (Liberia)
高知亜工株式会社建造（節798番船） 起工48－10－16 進水49－2－8 竣工49－3－30 全長
10996m 韮線間長102.00m 型liim 16.40m 型深8.00m 満戦喫水6.716m 満載排水趣
8,54774kt 総&m数3,742.99T 純噸数2,726.82T 戦貨亜量6,593.89kt 貨物舳容職（ベール）
8,142.84m3 (グレーン)8,477 20m3 雌口数2 デリックブーム 15t×4台 燃料油榊549.33kt
燃料消費難14.3t/day 清水槽444.15kt 主穰械神戸発動機6UET45/75C型過給機付2サイクル
単勤無気I職汕ディーゼル機関×lｿj蝉 出力（連続最大)3,800PS(230RPM) (常用)3,230PS(218RPM)
補汽缶立烈水管式 発電機自己通風防滴横型自励式搭載型16kVA×2台 送信機（主)500W×1台
(#ili)75W×1台 受信機全波×1台 速力（試運転最大) 15897kn (満載航海) 12.5kn 航続距離
10,000浬 船級・区域資格NKNS*遠洋 船型船首尾継付凹甲板船型 乘組員25名
|司型船AURIGAFOREST
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輸出貨物船RESONANT

船主ResonantShiPPingS.A･ (Panama)
今治造船株式会社今治工場建造（第317番船） 起工48-8-25 進水49-2-28 竣工49-3-30
全長105.57m 垂線間長98.60m 型幅16.33m 型深8.40m i,l611世喫水6.821m
満載排水量8,566.00t 総噸数3,940.49T 純噸数2,821.96t 載貨亜趾6,563.83t 歯物艫容績
(ベール)8,000.21mi(グレーン)8,421.48m3 艫口数2 デリックブーム 15t×4台

、B'oil 502.59m3 ､A"oil83.14m3 燃料消費量ﾕ1.86t/daγ 清水柵414.68ma 主|剰瀧阪纈雛
6LU50A型ディーゼル機関×1韮 出力（連続最大) 3,800Ps(245RPM) (firjlJ)3,230Ps(232RFM)
補汽缶大阪ポイラコクランコンポジツト型450kg/h×7kg/cm2(バーナー) 450kg/h×7kg/cm2(排ガス） 発電機
165kVA×2台 送信機（主)NsD-1516BL500W(WIj)NsD102-oL75w 受信機（主)NRD-IE[全波
(補)NRD¥1001全波 速力（試運転最大)15.357kn (満城航海) 12.70kn 航続距離11,590浬
船級．区域資柊NK遠洋 船型ウエル甲板船型 乗組員28増 同型船JUNOI

ジュノー

輸出貨物船JUNOI
－54－

船主JunoShippingLineSS.A. (Panama)
今治造船株式会社今治工場建造（第316番船） 起工48-8-24 進水49-1-24 竣工49-3－11
全長105.57m 垂線間長98.60m 型l" 16.33m 型深8.40m 満載喫水6.821m 識,鞭排水砿
g566.0OkL 総噸数3,941.07T 純噸数2,820.55T 戦貨亜敬6,557.36kt 貨物艫奔h!i (ベール）
8;0002/mi(グレーン)8,421.48ma 艫'二l数2 デリツクブーム 15t×4台 燃料＃l l:|;# 585.73IIi,

清水槽414.68m3 主機械阪神内燃機6U50A狐ディーゼル機関×l雛燃料消貨垣11.86t/day

出力（連続最大)3,800PS(245RPM) (常用)3,230Ps(232RPM) 補汽(1:i西l刊鉄工立型幟ﾘ;,ﾘ噌式排ガス
併用ボイラ600kg/h×7kg/cm2(バーナー) 400kg/h×7kglcm2 (排';mw｡4J'W("'送信機(主)TK17H500W(補〕TK18A75W 受信擬(主)ARR59O細3瀞(綿5留愈灘45V)×2台

航続，|剰‘ 』1,590瀧 船級区域驚維NK"(試運転最大) 15.645kn (満救航海) 12.70kn
船型ウエル甲板船型 乗組員28名 同型船PASANIA
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輸出セメント連搬船THESEUS

船主GeneralCementCo.S.A. (Greece)
福|洲造船株式会社建造（第1018番船） 起工48－9－28 進水49－1－14 竣工49－4－30
全長112.43m 垂線間長102.73m 型幅16.60m 型深8.40m 満救喫水(ext.)6.889m
満載排水髄8,905.00kt 総噸数3,735.10T 純噸数1,990.35T 載貨重量6,507.68kt
セメント艫容峨（グレーン）5,605.15m3 デリックブーム3t×2台 燃料油槽523.10m8 燃料消費量
14.3t/day 清水楠61.68m3 主機械IHISEMTPielstick6PC2L型舶用ディーゼル機関×2基2軸
出力（連続最大)2,300BHP(500/258.4RPM) (粥用)1,955BHP(473.5/244.7RPM) 補汽缶立型汕焚ボイラ
×1台(120,000kcal/h) 発電機AC310kVA×380V×3台 送信機（主)NSD-7B×1台（補）
NSD-266H×1台 受信機（主)NRD-1EL×1台（補)NRD-3D×1台 速力 （試運転最大) 16.227kn
(満載航海)13.6kn 航続距離5,000浬 船級・区域資格BV遠洋 船型凹甲板船型 乗組員
29名 機関案無人化装櫛

－戸一 一■■＝■一 ’

バロマ －55－
貨物船PAL○紬AI

船主GorgeousShippingS.A. (Panama)
大脇ドック株式会社建造（鋪554番船） 起工49－1－17 進水49－3－29 竣工49－6－13
全長101.09m 垂線間長95.00m 型ll'hi 16.20m 型深8.20m 満戦喫水6587m
満!|世排水鰍7,815.00nl 総噸数3,287,05T 純|噸数2,309.55T 絃蛍亜迅5,945.03kt 5,85116Lt
貨物鮪容職（ベール)7,454.66m3 (グレーン)6,931.85m3 艫|｣数2 デリックブーム 15t×4台
燃料iII櫓帆A"oi176.60mIM ,C"oi1 549,42m3 燃料消批雄155g/bhP･h 浦水桝313.15m3 主擬械
神戸発動機6UET45/75Cディーゼル機関×1基 出力（連続最大)3,800PS(230RPM) (常用）
3,230PS(217.8RPM) 補汽缶コクランコンポジットボイラー 発電機6RAL160kVA×440V×200PS
X1,200rpm×2台 送信機（主)500W×1台
速力（試遮軽最大) 15.832kn (満救航海) 13.60kn
船型ウエル叩板船型 乗組員28猫

(#ili)75W×1台 受信機（主）
航続距離10,400浬 船級

×1台（補） ×1台
区域盗絡NK遮洋
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世界一の客船フェリ、FINNJET〃 ルの発表は不可能と述べているが, 1 :200側面図と描想

は去る6月111],Helsinkiで解禁されたばかりである。

速水育三 FinnlinesはHelsinkiと西独のLiibeck間を主要ルー

｜､とし，就航l胃'二1のFINNHANSAとFINNPARTNER

さきに, 1a,500総トン型のSONGOFNORWAY3 は客船のような外観と設術をもつフェリとして有名であ

盤， 212500総トン型のROYALVIKING3隻を完成 る。

し，初めて乗出した蒋船の分野で，高らかに凱歌を挙げ 計画船はDetNorskeVeritasの最高級船であり，冬

たFinlandのWarts池社Helsinki造船所がここに再び 季のBaltic海を運航する建前から自匡|のIceClasslA

新作を提げて, 11t界に其爽価を間わんとする窓裁と自信 Superの適用もうける。

のほど， まことに牡烈といわなければならない。 商級審船としての公塞は，各種のレストランとラウソ

船主のFinnlinesとWartsiliが協力して開発しつつ ジ以外， ナイトクラブ，会議察， ミュージック・ -リーロン，

あるYLEISJARJESTELY(FINNJET)は1977年に引 サウナを肺え，船体の後半部へ集中されるが, 1,5003
渡す〕'‘だで， ノI吟水設Iil･をすすめている段|聯でディティエ のﾙﾙ寵は前半部にまと遡られる。
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YLEISJARJESTELY(FINNJET)ガレージは大型トラック30台，乗用車220台又は大型

l､ラック53台を格納する。一応等級はないが，船室の種

類は豊富に揃えるという。

船名から推定されるように，ガスターピンを推進機関

とし, 75,000hpの出力で305knotsの商速を維持する。

所要時間は現行のスケジュールを半分に短縮し， 22時間

で走る。問題なく，世界最大，最高速の豪華フェリとい
える。

汚水の化学的処理に加え，屑はコンテナーに収ぬて陸

揚げするので，海に公害を撒き散らす心配はない。

i',jWartsil乱のTurku造船所はCCCP(ソヴエ1､連

邦）の審船フェリ5隻を建造に|:'である。

へ
戸

全長

水線上の長さ

幅

水線上の幡

深さ(Upperdeckまで）

" (Threedeckまで）

吃水

主機出力

定航速力

薮肚トン

211m

200m.

25.4m.

254m

148m

9.2In

6．5m"

75,000hp

30.5knots

2,500tons
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輸出冷凍加工運搬船海手825 (HAIFENG825)

船主中国機械進出国総公司（中国）
株式会社金指造船所貝島工場建造（第1172番船） 起工48－11－22 進水49－4－9 竣工49－5－14
全長67.15m 垂線間長59.50m 型li5 10.90m 型深4.90m 満載喫水4.50m 満栽排水品
2,011.40kt 総i噸数852.47T 純噸数399.81T 戦貨重躍1,125.62kt 貨物冷蔵艫容積（ベール）
898.0ms (グレーン)981.0m3 凍結室及び準備室145.5m3×83.0m3 凍結能力48.68t/day
(フラットパン及び管棚） 総口数2 デリックブーム2.0t×4台 燃料油槽365.33m3 燃料消費量
(主機)5.93kt/day (補機)1.80kt/day 清水槽104.26m3 主機械赤坂鉄工4サイクルAH－33型ディーゼル
機関×1基 出力（連続最大)1,800PS(340RPM) (常用) 1,520PS(322RPM) 発電機4サイクル
デイーービル(6MAL-UT)630PS×1,000rpm×500kVA×2台 送信機（主)250Wr×1台（補)125W7×1台
受信機第1 270kHz～30MHz第2100kHz～28MHz 速力（試運i1霊最大)14.548kn (i,l,i戦航海)12.0kn
航続距離11,703浬 船級・区域資格NK遠洋 船型長船尾楼付-I瀞凹甲板船21i'! 乗組員40名
特殊設備凍結装慨コンタク|､フリーザー8set43.7t/day 管棚式1set5t/day(-40｡C) 冷凍機MB-62Cx
45.3Rt×130kW2段圧縮R-22×4台製氷機ユニット 10t/day×1台魚体処理工場設l'lli 漁洗機2.2kW×2台，
オートステッフ･ラー1台グレーズマシン(ヒーター付）1台淵海水タンク（ヒーター付)1台酸化防止マシン1台
オートバッキ1式オートステップラー×1台ポータブルコンベアー5台ベルトコンベアー20台

－

ラテックスタイプ
エポキシタイプ
マグネシヤタイプ

B0．T承認番号デッキ舗床材
MC25/8/0113
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6月のニュース解説 編集部

○海運造船問題

●一般政治経済問題

4日(火)○運輸省海運局の調査によれば， 49年3月末現

在の中核6社の海外法人に対する出資額は，

計2,237万8千ドルとなっている。各社別で

はジャパンライン， 日本郵船，川崎汽船，山

下新日本，商船三井の順で，昭和海運はゼロ

である。

6日(木)○極東／欧州航路同盟はロンドンで開いた総会

で，最近の運航コスト ・アップに対処するた

め運賃を値上げする基本方針を決めた。実施

時期や値上げ幅は今後，荷主協議会とも話合

った上最終決定される。

| ,B(")｡日本海事協会がこのほど震とめた鯛年中のⅢ
K船級取得船は279隻， 5,607,252総トンとな

っている。この結果，同年末のNK船級船は

3,033隻，約40,087千総トンとなった。また

同協会は48年中にアルジェリア，エクアドル
オーストリア， クウェート，サウジアラビア

の5ヵ国政府から，検査および条約証書発行

の権限を与えられた。これによりNKは21"

国から，代行権限を与えられたことになる。
’ 1'日(火)○日本船舶輸出組合はこのほど， 5月の輸出船

契約実績を発表した。それによると合計38隻
475,000総トン， 804億円（1ドル280円換算
で2.8億ドル） と前年同期に比べ金額で半減
した。

， 13日(木)○運輸省船舶局は73年における世界主要メーカ
ー別ディーゼル機関生産実績をまとめた。そ
れによると石川島播磨重工業が84台,935,510
馬力（搭載隻数77）で66年から連続8年間第
1位を占めている。また川崎重工業(MAN),
日立造船(B&W)が三菱重工業，三井造船に
続き4， 5位を占め， 日本の舶用エンジン・

メーカーが上位5傑を独占している。

’7日(月)●千葉県鋸南町沖の海中で海洋調査の訓練をし
てし､た日本鋼管所有のカプセル型潜水艇「う

ずしお」で停電事故があり，母船と潜水艇を
つなぐ．コードが燃えて有毒ガスが発生，乗員
2人が死亡した。

○日本舶用機械輸出振興会は， 48年の仕向地別

輸出実績（契約ベース）を集計した。それに

よると東南アジア向け輸出が倍増と大幅に伸

・ ぴ，全体の47.7％を占めたのが注目される。

そのほかオセアニア，中南米向けが伸びたの

に対し，欧米向け輸出は前年並みにとどまり

共産圏向けは落ちこんだ。

○運輸省海運局が5月中に許可した海外売船

（2千総トン以上）は合計8隻， 3万8,316総ト

ンである。全日海の全面売船規制のため4月

に続いて外航2船主関係は1隻もない。

18日(火)●通産省は，新日本製鉄など高炉6社が大口需

要家向け厚中板など鋼材7品種を平均16.9％

（トン当り7千9百円)，一般需要家向け店頭売

りを7.1％値上げすることを認めた。

25日(火)○運輸省はこの日，来年度以降の海運対策を審

議するため，海運造船合理化審議会の第11回

海運対策部会を開いた。この席で運輸省海運

局は，①新造船の国際競争力の比較②今後の

邦船建造量について，などの資料を提示し説

明を行なった。この中で海運局は，現行計画

造船の建造条件で， 49～54年度の建造見通し

を1,355万総トン（年間220～230万総トン）

と想定したことが注目される。

●通産省は1974年版の通商白書を閣議に報告し

た。日本の経済は，石油危機によって根元か

ら揺さぶられ，世界に誇ってきた輸出競争力

も弱まってきた， と指摘している。また今後

の課題として①省資源，省エネルギー型貿易

構造への転換などをあげている。

28日(金)○スエズ運河は年内に小型船の試験航行が始ま
り，来年前年に閉鎖当時の規模で再開する見

通しが強まっている。 4月からアメリカ， イ

ギリス，エジプト三国によって始まった機雷

撤去作業はほとんど終り，現在沈船，係留船

の撤去作業に入りつつある。沈船は約80隻，

係留船は15隻といわれ， この作業に半年間く

らいかかるとみられていたが，沈船が予想よ

り少ない模様で，年内に作業が完了する可能

性が強い。このため年内には竣喋工事と並行

して試験航行を始め，来年前半には再開する

見通しが出てきたもの。
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検討された主たる内容は， 日本船と外国船の競争力に

ついてであり，今後の海運政策を考える上での重要なき

めてなりそうである。

（1）新造船の国際競争力比較につし､て

船種・船型別に，十年間で総船価回収に必要なチャー

ターベースにより新造船の国際競争力の比較を行なって

おり， これによると， 23万重型トン型タンカーが今後5

年間だけほぼ競争力を維持できるのをのぞき， 14万重量
トン型タンカー， 9万重量トン型タンカー， 12万重量ト

ン型鉄鉱石専用船， 4万5千重量トン型チップ専用船，

6万， 3万， 1万重量トン型各一般貨物船， 1万8千重

量トン型非コンテナ定期船がいずれも競争力のないもの

と試算されている。

これらの船舶の中でも，一般貨物船の場合，企業合理

化なり創意工夫の限度（外国船との較差10％）を越す競

争力喪失となっている。 しかも一般貨物船は， 6万， 3

万， 1万重量トン型を合わせて300隻近く就航している

ので，今後の一般貨物船対策に暗影を投げかけてし､る。

一般貨物船のほか国際競争力の喪失度の大きし､のが4万

5千重量トン型チップ専用船， 1万8千垂量トン型非コ

ンテナ定期船の順序である。

この国際競争力の比較の考え方は，運航損益の'0年間

の合計額が， 10年間の船舶経費と船価の合計額をまかな

うことができるようにするためのチヤータベースで比較
しており，資金調達条件は， 日本船については現行利子

補給制度存続を仮定し，外国船につし､ては日本の造船所

で建造し， 日本輸出入銀行の資金の調達を受けた造船所

の延払し､を利用することを前提としている。こうした前

提のもとで， 日本船と外国船のチャータベースを指数で

比較すると日本船の23万重量トン型タンカーが外国船

100に対して101, 14万重堂トン型タンカーが105, 9万重
量トン型タンカーが’'2と，船型の'｣､型化に伴し､競争力
が低下する。

4万5千重量トン型チップ専用船が120, 6万重量トン

型一般貨物船が120, 3万重量トン型同が128, 1万重量ト

ン型同では151と一般貨物船につし､ても'｣､型化ととも(こ

競争力の低下が著しい。

非コンテナ定期船の場合は， 1万8千重量トン型で116

であるが，定員20名程度で， 20億円前後の合理化投資し

た2万5千重量トン型（海運，船舶，船員3局で合同研
究中）になると， 102と競争力を維持できそうなので，

在来定期船対策として今後の検討が期待される。

ところで23万重量トン型タンカーで日本船と外国船の

○第5回海外造船会議について

去る6月24日，運輸省船舶局長が第24回OECD造船
会議に出席した機会を得て， ロンドンで海外造船会議が
開催された。

本会議は昭和42年に第1回が開催され，その後昭和45

年第4回の開催以後とだえていたもので，今回の会議で
5回目を数える。

わが国造船業の国際協調の推進および国際競争力の強

化に重大な影響を与える諸問題等について，国内の造船

関係者および在外勤務者との間で情報および意見の交換

を行なし､，現地の意向を各方面における今後の造船業対

策に反映させるために開催することを主旨としており，

国内側，現地側多数の出席をみて各種の意見がかわされ

た。会議の主たる議題は． (1)造船業における国際協調問

題の動向について， (2)各国の造船および造船関連工業の

現状と見通しにつし､て， (3)わが国造船および造船関連工

業の輸出市場の動向について， (4)わが国輸出船のアフタ

ーサービスの問題点について，等であり，船舶局長から

最近における造船政策の動向についての話を皮切りに，

造船工業会，輸出組合，舶用機械輸出振興会代表から，

わが国の造船業並びに造船工業の現状と今後の見通し等

についての話しがあり，在英大使館，在ハンブルグ領事

館, JETROオスロ事務所等在外公館，在外事務所の代

表者から各国の造船業並びに造船関連工業の現状と見通

しについて報告ｸ了あった。各方面から報告された内容で

共通の問題点は，やはり，昨年末の世界的な物価，人件

費等の高騰問題であり，豊富な手持工事量（世界的に3

～4年分）を消化する上でのコスト割れ，今後の新規受

注を決める上での船価の予測（コストの見通し）等が最

大の話題となった。

（参考）主要な出席者

運輸省船舶局長，在英大使館，在スエーデン大使館

在ハンブルグ総領事館， 在ラスパルマス総領事館，

OECD代表部，外務省経済局, JETRO(ロンドン， オ

スロ， ロッテルダム） 日本輸出入銀行，造船工業会，輸

出組合，舶用機械輸出振興会, IMCO(ロンドン),NK

（ロンドン)，造船各仕ロンドン駐在員，造船関連各社

ロンドン駐在員等。

○今後の日本船の競争力について

去る6月25日に海運造船合理化審議会の第11回海運対

策部会が開催された。

－60－



－船の科学一

一一■■g●■■9,■ー■■■､■gDDp■■■■－■Ogm0B●｡■一ロー●DC■g●●0■■■■＝･eB“､●G■■■ロー”●■0DDO■■ローD■●eOOOD一一■■■■QGDQp■■ﾛ■■■■●■■■0,-口■■BDoa““･■■一■BUOD00Q-”ﾛﾛ■■■e ローUDBeUqDO 1 -Cpqq800■ 1 ローoq U OBDq

10年間の船舶経費の内訳を比較すると， 日本船の船員費

46億円（外国船23億円）保険料10億円（同10億円）金利

39億円(同50億円)修繕費・店賓36億円(同36億円)と船員

費の占める割合の大,｣､が競争力の有無を左右している。

（2） 日本船と外国用船の長所および短所について

①海運政策上の比較

（イ） 日本船の長所および短所

④わが国の輸出入物資の安定輸送が果される。

a大型船では運賃がさほど市況に影響されず，適正な

コスト計算に基づき長期間にわたり低位に設立されう

るが，中'｣､型船の分野では船員費が高い等の理由から

外国用船より高いことが多い。

b 日本商船隊の規模が大きい場合には，その市場支配

性が強くなり， 日本向け長期契約の外国船の運賃を低

位に安定させることができる。

c 日本船員の技術が優秀であるため輸送スケジュール

が安定的である。

d政治，経済の情勢変化等に対して輸送が確実に果さ

れる。

（参考） 日本船の国際競争力

、日本人船員の技術が優秀であるため，海難事故や公

害問題を起す危険性が少ない。

④日本船の建造によって日本人船員の雇用の安定が確

保される。

e日本船の場合は荷主との間の協議連絡において意志

疎通が十分おこなわれうる等により輸送が円滑に行な

われる。

（ロ）外国用船の長所および短所

④安定的な輸送の確保の点では日本船に比して劣る。

a用船料は市況によってかなり影響されるが，中'｣､型

船の分野では外国人船員費が安い等の理由から日本船

より安いことが多し､。

なお，仕組船やチャーターバック船の場合は， コス

トが明白である等の理由から一般の外国用船に比べて

用船料が合理的な水準に設定されることが多い。

b外国の船主はインフレ対策等から長期にわたる用船

契約を忌避する傾向が強いため，長期に安定した用船

がむづかしい。

なお， この点については，仕組船やチャーターバッ

ク船の場合は日本の海運会社の支配力が強い等の理由

－－－ タ ン 力
船 種

一一一

、

～

’型 ’230千D/W 140千D/W型 90千D/W型
、

～

日本船｜外国船｜ 日本船 ｜外国船 ｜ 日本船｜ 外国船
項 目

10年間船舶経費（何万円）

稔 船 価（ 〃 ）

要回収額（ 〃 ）

稼動延トン（千D/W)

10年間で回収に必要な1か月
1D/W当り運賃
（チャーターペース円）

同上指数（外国船＝100）
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C

から一般の外国用船に比べて比較的長期の用

船が可能である。

②海運企業経営上の比較

（イ） 日本船を所有する場合の長所および短所

④国際競争力のある船舶を所有する場合には

安定的な事業の規模が拡大し，企業発展の基

礎が強化されると同時に，長期的な経営計画

がたて易くなる。

、国際競争力のある船舶を所有する場合には

企業収支の規模が拡大し，経費の合理化の余

80頁へつづく

’

’一般貨物船 非コンテナ定期船

60千D/W型 30千D/W型 18千D/W型

日本船|外国船日本船|外国船日本船|外国船

25千D/W型
(超合理化船）
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Ｉ

ｒ

ｌ

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

‐

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

，

Ｉ

ｂ

Ｌ

Ｉ

Ｉ

凸

ｌ

ｌ

１

１

１

ｊ

ｌ

ｌ

‐

１

９

も

０

１

１

６

■

■

■

■

■

■

０

■

Ⅱ

ｌ

ｊ

ｌ

Ｊ

Ｉ

Ｉ

‐

１

１

１

１

０

１

０

Ⅱ

１

１

’

6,501

3,090

9,591

3,449

2，781

7,423 ２
０
２

１
２
３

５
１
６

り
ブ
フ

５
４
９

4，413

3，090

7，503

3，449

2，175

100

6,972

2,780

9,752

2,069

4,713

116

5,632

2,780

8,412

2,069

4,066

100

6,815

5,150

11,965

2，874

4，163

102

4，120

11，543

6，897 6，897

1，674 1,397

120 100 128

’ －61－



’
’
一

－

「
|‘

==～一一ー一＝一一一一一一一言‐----:－， ＝＝~三三三

－船の科学一

新造船紹介 (新造船写真集参照）
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3機関部は，機関室に制御室を設けて主機，ボイラ廷

どの集中監視を行なし､，常1I寺1人の監視で十分なよ

う考慮されている。

また，機関部の冷却系統にはできるだけ清水を震

用するとともに，海水使用部は材料の高純化，外＝

電源防蝕装置などを採用し，防蝕をはかってし､る。

<GOLDENWISTARIA>

川崎重工業・神戸工場で建造された伊藤忠商事ご逹交
パナマのロスフェリセス・ トランスポノレテス・マリティ

モス社(LosFelicesTransportesMaritimosS.A.) I=
け鉱石兼油運搬船"GOLDENWISTARIA'' (157,6>S

DWT)は同社開発15万t型標準船で， 神戸エ場で建ﾐ童
する最大船型である。

本船の特長は次のとおりである。

('）米国における海上汚濁防止条例を適用し，貨物灌圭さ
よび燃料油の取入口および各油槽の空気管頭に対！一

て， ドレンタンクを設けている。また機関部の汚寺篭
油の陸上げに対･しては，ポンプ°の運転表示およむ曽雇
常停止装置を甲板上に設けている。

(2)貨物油およびバラストの注排は後部居住区画に譲吟
られた貨物油制御装置からの遠隔操作により行なわ
れる。

(3)貨物タンクには原油の爆発事故阪止対策として， 二F
活性ガスを装備している。

(4)貨物油タンクには，固定式のタンククリーニンク･装
置を設けて，乗組員の労力軽減を図ってし､る。

(5)機関部については,NKのM○符号取得のために皇遭§、
要な装備を持っており24時間機関部の無人化運転毒ミ
可能で,このために操舵室から主機関を遠隔操縦す=
ることが可能である。

＜徳邦丸＞

三井造船・玉野造船所で建造された飯野海運向けLP

G運搬船“徳邦丸'' (38,823kt)は日本～ペルシャ間に

就航する。

蕊本船の特長は次のとおりである。

(1)X本給は独立タンク方式直接冷凍方式によるLPG(''

ロパンおよびブタン）専用運撤船である。独立タン

クは4個より成り， 3番タンクはブタン専用である

が他のタンクはプロパン・ブタンいづれも積載可能

である｡．

〈2）本船は基本的に大阪商船三井船舶“泉山丸”と同型

であるが, LPG装置に関しては種々の改良が加え

られている。

(3)再液化装置，弁制御は荷役制御室における集中遠隔

制御方式としている。再液化装置は夜間の無人化運

転が可能なように設計されている。
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<EssoHoNoLuLU>

I

日立造船・堺工場で建造されたリベリアのエッソ・タ

ンカーズ社(EssoTankersInc.)向け油槽船"ESSO

HONOLULU''(278,922DWT)は同社が開発した280型

大型経済標準船第2船であり引渡し後は日本～ペルシャ

湾～ヨーロッパに就航する。

本船の特長ば次のとおりである。

1乗組員の安全に次のような考慮をばらっている。

（1）居住区内の壁，天井，家具などは不燃性の材料を

使用している。

（2）火災時に，油が飛散・引火しても安全なように不
燃性天がいをライフポート （救命艇）に付けてい

る。

（3）居住区前面，機関室，ライフポート設置場所に圧

力散水消火装置を設けるなど，万全の消火体制を

とっている。

（4） イナートガス発生装置を備え，不活性ガスをタン

ク内へ送り，たまっているガスを排出させ貨物油

タンク内のガス爆発を防いでいる。

2 バラストタンク全内面および貨物油タンクの一部に

タールエポキシー塗装を行なって防蝕をはかってし、

る。
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<ESSOBAYWAY>

日立造船・向島工場で建造されたリベリアのエツソ毒

ンカーズ社(EssoTankerslnc.Liberia)向け油槽飴
"ESSOBAYWAY'' (22,339DI"T)は22型で同社から

9隻受注した第7船で引渡し後はペルシャ湾～日本に齢
航する。

本船の特長は次のとおりである。

11) 出入港時の操船を容易に行なうため， タンカーで(ま

I
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I

’
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再－－色一画＝一一コ

珍しいバウスラスターを装備している。

(2) ストレスインディケータ一（コッカム製)を装備し，

銃海時の船体強度，載貨垂母，喫水などが計算でき

る。

(3)機関部にセントラル清水冷却システムを採用してい

る。これは従来各機器の冷却にば海水を使用してい

たが，海水の汚れ，海水生物の付着による機器の効

率低下を防ぐため清水を使用するようにしたもので

ある。

(4)水線下の外板に微量の電流を流すことにより防蝕す

る外部電源防蝕装置や，海洋汚濁防止のため笹倉シ

ーウェイ汚水処理装置を備えている。

'

’

1

世界最大のLPG運搬船

"ばれすとうきよう”進水 (1) -45･Cという低温のLPG(冷却式液化石油ガス．

液化プロパン・液化ブタン）を運撤するので，弁．

管類の材料には十分な靭性をもつ特殊低温用鋼材を

使用し，難燃処理をほどこしたポリウレタンフォー

ムで防熱している。

(2)安全・確実な荷役を行なえるよう荷役装置に制御室

を設け，弁・ポンプ・液面計・冷凍機などの遠隔操

作を行なうなど，荷役装置を極力自動化して，乗組

員の肖U減と労力の軽減をはかっている。

(3)主機関，補機類に遠隔制御装置， 自動制御装置およ

び監視装置を装備し，機関室の24時間無人化運転を

可能にしている。

主要目

長さ（垂線間長) 234･00m

幅 39．901n

深さ 25.00m

喫水（計画満載） 12.70m

総トン数 約64,200T

載貨重量トン数 約65,300t

LPGタンク容積 99,300m8

主機関 日立B&VV9K84EF型ディーゼル機関
1基

最大出力 23,200PS

船 級 NK

起ェ 48-12-10

進 水 49－6－5

完ェ 49-10-末

日立造総株式会社

日立造船・因島工場で建造中のパレスシッピング㈱向

け世界最大のLPG運搬船‘‘ばれすとうきよう" (約

65,300DI"T, タンク容積99,300m3)"6月5日2号船

台から進水した。

本船の特長ならびに主要目は次のとおりである。

冬､，

愈多

ｑ

・

ａ

も

干

毒
、
李
・
、
《
率
、
敬

い
ザ

番
や
』
垂
《

(注）パレスシッピング㈱は昭和47年12月に日立造船と

雄洋海運が提携し，設立した船舶保有会社で本船は

その第1番船である。
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石青運搬船COLONBROWN号について

佐世保菫エ業株式会社

佐世保造船所・造船設計部

上甲板下は， ホッパーによりカーゴ・ホールドとコン

ベヤ通路および空所とにわかれ， さらに両翼には縦隔壁
により脚荷水槽を，二重底には燃料油柚を有する。各ホ

ールドを形成する横隔壁は波形|桶壁とし，下部に傾斜極

を取付け， またホールド囲壁のスチフナーは全て外側に

設けてある。これによりホールドの内部は貨物の堆積を
許す如何なる突起物も介在しなし､完全なフラッシュ・タ

イプとしている。

2条のコンベヤ通路をカーゴ・ホールドの全長にわた

って二重底の上に設け， さらに機|廻宝を側.通して船尾楼
甲板後端部に至るコンベヤ・ トランクと連結してし､る。
船尾最後端にはシヤトル・コンベヤ室を配し，両側にサ
イド・ポート ・ ドアを設けている。

3．2甲板機械

本船に装備した甲板機械の要目は次のとおりである。

舵取機 電動油圧 18.5kW×2 1S
揚錨機 電動 22/10t×9/15m/min 2s
自動係船機 電動 10t×15m/min 4e
3．3バウ・スラスタ

型式 電動，固定ピッチ・プロペラ式 1台
推力 13.2t

電動機 900kW×9"rpln
3．4艫口蓋

艫口の寸法は

第1舵口 14.80m×10，2nl

第2，3，4， 5艫口 17.76m×13.60xn

で，水密鋼製鯰口蓋を装備しており，その開閉は上甲板
上の係船機によりエンドレス・ワイヤで行なう。

（コンベヤ装置につし､ては，別項に述べる)。

1． まえがき

本船はSkaarupShipping社の御注文により， リペリ

70ceanwaysNavigation社向けとして， 当所にて建

造したDW24,000トン型の石膏運撤船で，昭和49年4月

8日竣工引渡された。

本船の主要航路は北米東海岸沿い（カナダHalifax~

合衆国NewYork,Baltimoreなど）で，年間50回程度

の航海数が予定されている。

以下に本船の概要を紹介する。

2． 主要目

全長 177.97m

垂線間長 164.mm

幅（型) 25.90m

深さ型） 14．10m

夏期満載吃水（型) 10.02m

計画運航吃水（型) 9.45m

総トン数（リベリア) 15,470.97T

純トン数（リベリア) 9,304.68T

載貨重量（計画運航吃水にて) 24,116Lt

貨物鯰容積 21,406m8

脚荷水槽容積 12,778m8

燃料油槽容積 1,233m8

清水槽容積 270ma

主機関IHI-SULZER7RND68型ディーゼル機関1基

連続最大出力 11,550PS

航海速力（計画運航吃水にて) 15.36kn

乗組人員（予備，水先案内人等を含む） 51名

船級LR"1"AI "OreCarrier''*LMC

’
1

’

ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
－
１
ｌ
Ｉ
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
口
Ⅱ
一
別
口
１
１
１

Ⅸ

4． 機関部

3． 船体部

3． 1 一般配置図および構造

本船は一般配置図（折込図参照）に示すように，船首

尾楼を有する一層甲板船で，航海船橋（船尾楼甲板上5

層の甲板室）および機関室を船尾部に配した，単軸のデ

ィーゼル船である。またパルパス・パウ付き傾斜船首お

よびトランサム型船尾を有する。

4． 1 －般

本船は主機関としてIHI-SULZER7RND68型ディ

ーゼル機関1基を備え，その操縦は機側のみで行なうよ

うになっている。

発電装置としては，船主支給のNOHAB製SF16RS-

E型ディーゼル機関3台を備え，常用航海時には1台，

パウ．スラスタを使用する出入港時には2台， また荷役
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装置のコンベヤ使用時には3台を並列運転することによ

り，それぞれ必要な電力を供給できるように計画してい
る。

蒸水発生装置としては，停泊時には大阪ボイラ製OE

C-315型補助ボイラを使用し，常用航海時には大阪ボイ

ラ製排気ガス・エコノマイザを使用して船内の暖房，燃

料油加熱および雑用等に蒸気を供給する。

機関室内において，本船特有のコンベヤ・ トランクが

補機器据付上最も有効な区画を貫通しているため，それ

らの据付にあたっては保守・点検等に支障がないよう特

に留意した。

4．2主要目

（1） 主機関

型式．台数 IHI-SULZER7RND68型

ディーゼル機関 1基

連続最大 11,550PS×150rpm

常 用 10,395PS×144.8rpm

過給機 IHI-BBC,VTR631－1

（2） 軸系およびプロペラ 1基

中問軸 430mmd×5,980mm l本

プロペラ軸 500mm｡×5,430mm l本

プロペラ エーロフオイル断面， 4翼一体型

直径5,100mm, ピッチ3,550mm l個
（3） 発電装置

発電機 1,040kVA×AC450V×3ゆ×60Hz

発電機ディーゼル機関 3台
NOHAB製POLARSF,16RS-E

1,200PS×900rg_n 3台

（4） 蒸気発生装置

補助ボイラ 横煙管式立ボイラOEC-315 1台

蒸発量 1,590kg/h

蒸気状態 7.0kg/cmP×飽和温度

排気ガス・エコノマイザ

主機排気ガス導入強制循環式 1台

蒸発量 1,5)0kg/h

蒸気状態 7.0kg/cm2×飽和湿度

動負荷分担装置を組み込んでいる。

(3)変圧器

下記変圧器を主機室に装備している。

一般照明用：防滴，乾式, B種

AC450/117V, 1., 25kVA

4基（内1基予備）

パウ・スラスタ用：防滴，乾式,H種

AC450/3,300V, 3., 1,200kVA

1基

なお，バウ・スラスタ用変圧器は突入電流防止装置

一式を変圧器給電盤に装備している。
(4)蓄電池

一般用:DC24V, 200AH,鉛式 2式

無線用:Dc6v, 150AH,鉛式 1式

5．2動力装置

(1) 電動機

一般補機用電動機は，その用途に応じて，全閉また

は防滴型のAC440V, 3., 60Hzの三相誘導かご型発

電機を使用している。

バウ・スラスタ用として，防滴型, AC3,300V, 3.

60Hz, 900kW, 30分定格の三相巻線誘導電動機を採用
している。

(2)始動器

主機室に装備される一般補機用はすべて単体始動器

方式としているが，糧食庫冷凍および居住区空調．通
風関係は集合始動器盤にまとめている。

パウ・スラスタ用始動器は船首部のバウ・スラスタ

室に装備し， 2次抵抗制御のための抵抗器盤を別に設
けている。なお，操舵室および左右のウイングに，そ

れぞれ防滴型，防水型の遠隔制御用スタンドを装備し
ている。

5.3航海，通信装置

ジャイロコンパス l式

音響測深機 1式

風向風速計 1式

電磁測程機 1式

磁気羅針儀 1式

方向探知機 1式

無線装置 1式

レーダ．－ 2式

5． 電気部

5. 1 電源装置

(1)発電機

機関部要目通り

(2) 主配電盤

主配電盤はデッドフロント型で主機室に装備してい

る。発電機盤3面, 440V給電盤4面, 115V給電盤1

面および同期盤1面からなり， 自動同期投入装置と自

6． セルフ・アンローディング､ ・システム

6． 1 －般

本船は，石膏の他， アルミナ，石灰石，あられ石等を

一連のコンベヤ装置により，毎時2,000トンの割合でホ
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る。

(3) クロス・コンベヤ

ホールド・コンベヤからの移送用シュート直下で宙

吊りされて，船体横方向に装臓してし､る。左右いずれ

の方向にも走ることができ，両端にはシャトル・コン

ベヤへの移送用フレキシブル・シュートを有する。

20個の凹型アイドラーと5個のリターン・アイドラ

ーを有し， テイク・アップ張力は手動調整ネジで得ら

れる。

(4) シャトル・コンベヤ

貨物の船外搬出用コンベヤで，格子状骨組み構造で

支持される。油圧シリンダ′により，上下方向の姿勢制

御が可能である。

3対の車輪を有し，油圧ウインチによるワイヤ引き

で甲板上を横方向に移動することができる。

アイドラーは凹型27個， リターン6個で， テイク．

アップ張力はネジ式である。

(5)操作・監視

本システムの操作，監視は船尾部両舷に各’ケ所設

けられた操作室のし､ずれか一方よりなされ，その選択

はコントロール・デスク上のキー・スイッチにより行

なわれる。シャトル・コンベヤの走行，昇降およびサ

イド・ポート ・ ドアの開閉はシャトル・コンベヤ室内
でも操作できる。

一連のコンベヤはコントロール・デスク上の1個の

マスター・ボタンにより， シャトル， クロス， ホーノレ

ドの各コンベヤの順に自動的に始動する。停止の場合

も， ’個のマスター．ボタンにより，始動のときと逆
の順序で行なわれる。

また， コンベヤは下記の保護装置によって自動停止
する。

(a) スピード・ガード・スイッチ

ベルトのすべりを検出する

(b) オプリカット ・スイッチ

ベルトの横揺れを検出する

(c) プル・コード・スイッチ

ベルトに沿って張られたコードを引くことにより
停止する

(d) オーバー・ トルク・スイッチ

ホールド・コンベヤのオーバー・ トルクを検出す
る

油圧システムは， アンローディンク．・ホッパー・シ

ュートの開閉，サイド・ポート ・ ドアの開閉， シャト

ル・コンベヤの走行に使用される系統と， シャトル．

コンベヤの昇降に使用される系統との2系統に分けら

一ルド内から陸上へ自動的に搬出し得るよう計画されて

いる。

貨物はホールド底部のアンローディンク'・ホッパー・

シュートから，両舷を縦走するホールド・コンベヤに落

され，機関室を貫通するトランクの後端でクロス・コン

ベヤに移される。さらにシャトル・コンベヤに移送され

てから陸揚げされる。

本装置は船内の発動装置(1台)にて運転できるほか，

陸上の電源にても運転が可能である。
なお，本装置はスエーデンのNordstr6msLinbanor

社で設計，製作されたものである。

6．2アンローディング・ホッパー・シュート

カーゴ・ホールドは52。の勾配を有するホッパーで囲

われ，その底部に片舷32ずつの開口を有する。各開口に
はアンローディンク？・ホッパー・シュートが装備され，
その開閉は油圧シリンダにより手動でなされる。アルミ
ナなどの微粉末を扱う際には， アダプター（インナー・
ホッパー）が使用される。

6．3 コンベヤ装置

（1）要目

ホールド・コンベヤ 2組
寸 法 長さ160m×幅1.4m
運搬能力 1,000t/h

クロス・コンベヤ 1組
寸 法 長さ15m×幅1.4m
運搬能力 2,000t/h

シャトル・コンベヤ 1組
寸 法 長さ17.5m×幅1.4m
運搬能力 2,000t/h

（2） ホールド・コンベヤ
コンベヤ通路を後方へ縦走し， カーゴ・ホールド後

部付近から半径150mの孤を描いて立ち上り，船尾楼
甲板後端に達する。立ち上り部には貨物のこぼれ落ち
を防ぐため，両側に木製のスカートを備えている。
キャリンク' ・ベルトは貨物の荷重で， 270個の凹型
アイドラーに接触して縦走し， リターン・ベルトは54

個のアイドラーにより支持される。これらのアイドラ
ーの軸承部のオイル・シールはラピリンス式を採用し
ている。

常にベルトの緊張を保つためにスプリング式のテイ
ク・アップ装置を施している。また，ベルl､前後端お
よびテイク・アップの滑車位置にそれぞれ土かき

(scraper)を備えている。土かきで落された物は, 10
t/hの能力をもつドリブル・コンベヤでクロス・コ
ンベャヘの貨物の移送用にシュートが装備されてぃ
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－船の科学一

れ，いずれもボタン操作制御する。

本システム稼動時の操作室と各位置との連絡用に，

押釦式通信装置（可視・可聴式）および電話装置を各

一式備えている。

(6) 電動機

防塵型， スペース・ヒーター付,AC440V,31,60Hz

の三相誘導電動機を使用している。要目は以下のとお

りである。

ホールド・コンベヤ用

巻線型，ブレーキ付 110kW2台

クロス・コンベヤ用

かご型 15kW 1台

シャトル・コンベヤ用

かご型， フ・レーキ付 48kW 1台

油圧ポンプ用

かご型 13kW2台

かご型 8.2kW2台

防塵型，パネル・ヒータ付きの集合始動器盤をコン

ベヤ・スタータ・ルームおよび油圧ポンプ・ルームに

装備している。また， ホールド・コンベヤの2次抵抗

始動，およびクロス， シャトル各コンベヤの1次抵抗

始動用として， コンベヤ・スタータ・ルームに抵抗器

盤を備えている。

7． むすび

以上本船の概要につき記したが，特にセルフ・アンロ

ーディング・システムについては，高度の技術，精度を

要するため，着工前にモデルを製作し実験を行ない工事

の円滑な推捗をはかった。

おわりに，本船の建造に際し多大の御指導，御協力

をいただいた， 船級協会， 関係諸官庁, Nordstrbms

Linbanor社ならびに各メーカー各位に対し厚くお礼申

し上げます。
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一色→元

思い出すままに

吉識雅夫

東京大学名誉教授

日本学術振興会理事長

を負ってし、たのかも私は全く知らなし､。報道によると，

彼は設計に対するアドバイザーであり，乗員2名が事故

により死亡したことに対して責任をとったと言うことで

ある。彼がそこ迄考えねばならなかったか判り兼ねる力：

彼は責任感の非常に強い人であったことは事実である。

私は最近’科学技術庁が国のう°ロジェクトの一つとして

取上げている6,000m深海調査船建造の調査委員会の委
員として，彼と一緒に仕事してし､るが，たまたま地方で

会議が開かれ私が都合悪く彼に代理をお願いしたところ

帰京後早速報告にくるという。私ば電話で結構と断つだ

が’ 4～5kgもあろうかと思う膨大な資料を持って報告
にこられた。これからも責任感の重い人であることが判

る。委員会で彼は如何に該博な知識と，広汎な経験を潜
水船について持っているかを知り,人一倍安全性の確県

について厳格な考えを持ってい､るかを知り, この調査飴
については彼の言うことを取上げて行けば間違いないと

信頼していたのであるが，ほんとに'I昔しいことをしたと

悼むと共に，今後の仕事の遂行上困惑を感じている次蕊

である。

このように緒明君の責任感の強く，安全性の確保に畷
格であったのは，旧海軍の伝統の一つであったように思

われる。私は大学で当時造船中将で，海軍技術研究所の

所長であった平賀譲博士から軍艦の講義を間1，､たのであ

るが，平賀先生は講義の中で設計の進歩のため，常1こ耕

しい技術を取入れて行かなければし､けなL､が， ‐その技術
の安全性と確実性につ''､て確認したものでなげればなら

ないことを強調されてし､たのである。また造船のような

広い関連分野を含み，それらを綜合的に判断して設計を

まえがき

先日，私の体験を省みて何か書いて欲しい， との申し

入れを受けた。私も懐古談を書かされる歳になったかと

感なきを禁じ得ない。省みれば大学卒業以来，約38年間

東京大学で，殆んど造船関係一筋に過ごして来たので，

その間関係したり，見聞したことは数多い。それらの中
から多少共多くの読者諸氏の興味もあろうかと思うこと

を書き止めておくことも，私の義務かと思い，御要望に
従うこととした。しかしいざ書こうとすると，年月や事

柄がぼやけてしまって，思い出を書くこともなかなか難

かしいものであることが判った。昭和43年に大学を退職
した際，いろいろの書類も狭い値屋には収容し切れない

･ので，多くは廃棄したり，残したものも未整理のまま物
置の片隅に雑然と積み重ねてあったりして，正確な記事
にはならないことを予め御諒承願いたい。そんなことで

思い出すままに感想を主として書くこも序にお許し願い

たい。筆のおもむくまま，あるいは非礼のことがあるか

も知れないが，その節ば造船学の発展を願う熱意の表れ

と，これも予めお許しを得ておきたし､。
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旧日本海軍と私

この原稿を書くため，何から番こうかと考えていたと

ころ，緒明亮乍君の突然の死を知らされた。そんなこと
から私の思い出話を，こんなことから始めることに決め

てしまった。彼の死の原因となった潜水調査船‘‘うづし

お”の’二とば私は何も知らないし，また彼がどんな責任
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始めたのである。調査の結果,船首船底の外板を厚くし，

縦通材を追加するなどの手段がとられ，上記のような成

果を得たのである。私は当時委員の井口常雄先生の手伝

いと言うことで，事故時の水圧を静水圧に換算して計算

すること，モデル実験の実施などをやらされた。実験に

は海軍の方々の全面的な援助を受けた。模型は大きいの

は約2nl角のものまであり，ある高さから水面に落下さ

せ損傷の有無を調べると云う方法をとった。当時は水面
落下の際の水圧を測定する適当な計器がなく，苦心した

が旨く行かなかった。止むを得ず，落下高さと重量をパ
ラメーターとして，与えられたエネルギを目安に解折す

ることとした。当時柱などの衝撃実験の研究をしておら
れた東大の真島正市教授からも，後で適当な処置との評
を得たものである。小型の模型は目黒の海軍技術研究所
の旋回試験用池を用い，中央の観測塔から落下させて実
験を行なった。その結果ある大きさ以上のエネルギを与
えると外板の凹みを生ずるが，一定のエネルギで繰返す
と凹み量は漸次飽和状態に達し，エネルギを増加しなし、

と凹みばそれ以上進まないことなどが判った。近年‘医ぽ

りぱあ丸"， “かりほるにや丸”の事件に関連し実験が行
なわれたようであるが，同様の結果が得られたと聞いて
いる。大型模型用の実験場所を探すため，平塚の海軍火
薬廠の30mの煙突に昇るなどの危険なことをしたが，結
局は機須賀工廠のクレーンで海面に落下させることとし
た。結果は小型模型の結果と同様で，肋板などの挫屈ま
では実験できたが，外板に亀裂が入るところまでば行か
なかった。鉱石船の実験でも，凹損までは計算結果を実
験で実証できたが，亀裂はなかなか起らぬようである。
鉦裂の発生の原因が問題点の一つであろう。

その内に所謂第四艦隊事件と云うものが起った。演習
のため金華山沖を暴風雨をついて全速航行していた新鋭
の特型駆逐艦二隻が，長船首楼の後で折れた事件であ
る。この艦は設計応力が従来のものと異っていたり，船
首に2連装の主砲遊配冠したり，強度上問題とすべき点
もあったようであるが，その点には今は触れなし､。ただ
辿遇した波浪が経験のない異常なものであった。波高が
波長の1/15とか1/10にも及んだと言う報告である。これ
を解くため,二方l可からの波が重畳したらどうなるか,佐

するものでは，関連分野のことでも他人まかせにせず，

自分で納得行くまで検討して，判断を下すべきものであ

ると教えられていた。このような安全性の確認のことは

新しい溶接法の採用について福田烈さん（海軍技術中

将）が，常に同じことを言っておられたことを思い出

す。私も鋼船エ作法委員会に関係していた頃，その尻馬

にのって随分やかましく言ったものである。

さて私と旧海軍の関係であるが，私が大学を卒業した

昭和5年頃は，東大の船舶工学科の建物は正門を入った

左手に，平屋建の一部コンクリート，一部木造の一棟

と，現在工学部一号館前の広場の一角に．の字型に立て

られた平屋の木造バラックだけであった。前者の一部が

教授方の部屋に立てられ，木造の部に末広恭二先生の使

っておられた30m位の動揺実験水槽と, 5tのリーレ型

試験機一合とあと工作機械がいくらかある程度であっ

た。後者のバラックは学生の製図室と助教授室であっ

た。一方教室予算も年間6～7千円で，学生教育用の費

用などを除くと，教官研究用には500円位しか残らぬと

云う状態であった。徳川武定博士（当時造船中佐）が講

師としてきておられたが， この窮状を見兼ねて，海軍技

術研究所の嘱託と言うことにして~ドさったのが関係の始

まりである。以来終戦まで何かと関係があり，多くの海

軍の先輩に接すると共に，徳川先生のお相手をして多く
の教訓を得た。話題は造船学の研究のことから，対人関

係のあり方から海軍部内の人事管理のことにまでおよび

私のその後の研究と生活に資するところ大であった。研

究に対する先生の発想は頗る飛躍的で，一般には理解し
難く，私が中間で「通訳だ」などと冗談話を云ったもの
である。

殿初に関係したことは内燃機船の船首船底の損隣事件

である。世界に先駆けて内燃機関を主機に採用し，航海

速力'6～18ktで太平洋を航行する貨物船を建造し，日本

一北米間の太平洋航路の約80影を日本船で占める端緒を

開し､たものである。ところが，冬期北太平洋を航行中荒

天に遭遇し，多数の船に船首船底に外板の凹損，一部肋

板縦通桁等こ挫屈などを生じた。このため当時の造船協

会内に調査委員会が，平賀先生を委員長に，海事協会の

，｣､野輝雄氏を幹事として設けられ，原因，対策の調査をＩ
－75－
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強さを調べるため，中空矩形箱形梁の曲げ強度の研究を

行ないたし､，特に横隔壁の寄与などを調べたし､と考えて

し､た。そのため純粋な曲げ荷重をかける装置の製作を，

原田正道君に依頼し，彼は油圧式でそれを完成してくれ

たのであるが，油圧の関係からか両側のヘッドが同一角

変形を行なわれない点など使い難し､点があり，あまり使

わないまま終戦となったのは残念である。これは野中重

弥君の行なった'｣､型の真鐡製の中空矩形断面梁の実験を

受け続ぎ，問題解決に当る予定であったのである。自分

の学力不足のため，何等の発展をなし得ず，既に故人と

なった原田，野中両君に申し訳ないことと恥入っている

次第である。

最後に海軍との関係であまり知られていない私事を述

べておきたい。戦時中に急速に船を建造するため，戦時

標準船型が制定され，戦争の進展と共に海軍に商船班カェ
設けられ，その監督のもとに，各所で商船が作られたの

である。大型の貨物船として2A型と称する載貨重量約

1万トンのものが作られたが， これが民間造船所の設計

者の問で頗る評判が悪し､。なけなしの鋼材と労力を使っ

て作られた船が，敵の潜水艦や飛行機の餌食になると云

うのである。少し速力を上げるとか，旋回能力を良くし

て少くとも魚雷攻撃の被害を少くするよう考えるべきだ

との議論である。あちこちの造船所で同様なことを聞か

されるので，主機関の製造能力など問題はあるが，検討

を要する問題であると思った。そこで海軍の艦政本部の

第4部長のところに出向き，以上のことを述べ，海軍と

しても検討されたらどうかと申出たところ， 「君もそん

なことを言うとは非国民だ」と一喝されたのである。私

は人一倍国家のため，海軍のためを考えてし､た心算のと

ころ，非国民と言われ驚し､た次第である。このことを他

所で宣伝して歩いたのならともかく，他で海軍の悪口を

言われないようにと思って云ったことがこの始末であ

る。ここでそれ以上争っても仕方なし､ので， 当時の呉エ

廠造船部長の福田烈少将のところに馳けつけて訴えたが

このことはどう処置されたか，その結果は知らない。と

も角，その後に2A型船の基本設計の変更はなかったよ

うである。

藤正彦氏が計算したところ，所謂三角波としてそのよう

な波の発生が認められた。併し当時は実験では確認の方

法がなかった。そのような実験の可能な水槽の建設を考

えたが，茅，大河内二代の東大総長にお願いして，私の

退職の直前に千葉に水槽を作って貰うことができ，鉱石

船事件の解明に役立っているようである。この事件は船

の大型化のため波長に比べ船長が大で，縦揺れなども少

く， このような波につ．っ込み，大きな衝撃力を船首に受

けたのではなかろうかと考えている。運輸省の委員会で

も最初にこのことを述べた次第である。亀裂の発生は前

述の通り，最もむつかしい問題である。

私には波浪外力としてはこのような異常なものの他，

Dr.SchnadelのSanFrancisco号の実験が問題であっ

た。その実験によると船底に受ける波浪外力が，波の波

高から考えられる静水圧よりずっと低いと云うことであ

る。これを調べるには波長，波高，船速などを系統的に

変化させて，船底の波圧，船側の水位，船の運動などを

同時測定する要がある｡このような実験の必要性を徳川

先生と話し, 300mの大水槽を使って実験を行なうこと

となった。実験には各種の計測が必要なので，計測に堪

能な佐藤氏が担当し，船の運動は映画に撮ったり，歪を

静電容量変化を利用した歪計などを考案して実験せられ

た。戦争の勃発のため実験はあと僅かで中断され， しか

も終戦時に折角の資料の大部分を廃棄してしまい，極く

一部分が佐藤氏により発表されたのみに終ったのは残念

である。戦後に世界各国でこの種の研究が行なわれるよ

うになり，理論的にも波圧の分布が計算されるようにな

ったが， この種の実験では先鞭をつけたものとして世界

的な評価を受けている。

潜水艦の潜望鏡の振動が問題となったことがあるが，

これは潜望鏡の後にできるKarman渦が原因であろうと

徳川先生と話し， これは鬼頭史城博士が美事に証明して

くれた。

私自身は圧縮を受ける矩形平板の挫屈の問題に取組み

膨大な実験をやらして貰い，私の研究生活の基礎となっ

たものと感謝している。それらの研究では有吉金太氏，

'j､山永敏氏などの協力を受けたことを記し，謝意を表し

たい。平板の挫屈の後に曲げを受けた時の船体の終極の

－76－
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IMCOにおける日本の活動

運輸省大臣官房海洋課長

間 野 忠

昭和45年6月から昭和49年3月まで在英大使館に勤務

し， その問IMCO(政府間海事協議機構-UNESCO

FAOなどと同様国際連合の下部機関の一つで海事に関

する専門機関）の主催する殆んどすべての技術的会議に

参加する機会を得た。IMCOが1960年海上人命条約

1966年満載吃水線条約， 1969年船舶トン数測度条約の寄

託先であること， またこれらの条約の改正案を次々に採

択していることは衆知の事実であるが，最近は1972年複

合輸送コンテナの安全条約会議を国連と共催したこと，

1973年海洋汚染防止条約会議を主催したこと， 1974年海

事衛星機構設立条約案を準備していることなどからみら

れるようにその活動分野は急速に拡大しつつある。

これらの各分野におけるIMCOの活動状況は，これ

らの条約案を準備したり，採択したりする会議に出席さ

れた専門の方々によって，その都度然るべく報告されて

いる筈であるし，限られた紙数でIMCOの多岐にわた

る活動を紹介できるものでもないので， ロンドン在勤中

ロンドン一東京間の情報の伝達に伴なって感じた幾つか

の困難を例示して今後の参考とすることをこの小文の目

的としたし､。

1． 国際航海に従事する船舶

1960年海上人命安全条約（いわゆる1960年SOLAS)

は原則として国際航海に従事する500GT以上の船舶を

対象としている。したがってIMCOで1960年SOLAS

の改正を審議する際には，通常500GT以上の船舶が対

象となる。

IMCOで最初に条約案，勧告案もしくは条約の改正案

を作成するのは海上安全委員会の下部機構である小委員

会もしくは作業部会であり, IMCO加盟国は誰でもその

メンバーと成れるが，常連は20ヵ国程度で，わが国米

カナダ，オーストラリアを除くと，英，仏，西独，伊，

オランダ，スエーデン，デンマーク， ノールウェイ，ス

ペイン，ベルギー，ギリシャ， フィンランド，ポーラン

ド，ユーゴ，アイスランド， ソ連などヨーロッパ諸国が

圧倒的多数を占める。ヨーロッパ諸国は地中海，北海も

しくはバルチック海のし､づれかに面しており，ほとんど

すべての船舶が国際航海に従事しているので，海難防止

の点からも，国際競争上安全規則を均一化する必要性か

らも小型船舶の安全性向上について関心が強く，国内法

を改正すればこれを国際規則に反映させようとするのが

自然の動きとなる。

これに対して，わが国は数千トンまでの船舶は内航と

割り切り，事実この種の船は外航すなわち国際航海に従

事することも稀であるので> IMCOの規則と云えば少な

くとも10,000GT以上の船舶を念頭におくのが自然な発

想となる。

具体的な例を挙げると，昨年秋開催された1973年海洋

汚染防止会議において船舶による海洋汚染防止に関する

条約付属書I (油による汚染防止）を審議の際「第5

規則証書の発給」の対象となる船舶を，国際航海に従事

すると否とを問わず, 150GT以上の油送船および400

GT以上の貨物船とする原案に対して，わが国は国際航

海に従事する倒胡白のみに限定しようとして努力した。勿

論わが方といえども，海洋汚染防止条約が発効したあか

つきには，条約の規定に適合することを証する証書を何

んらかの形で発給すべきであるとは考えてし､たが，内航

船に対してまで条約に定められた型式の英和（もしくは

仏和）両文の証書を発給することば不必要であり，証書

発給事務を繁雑にするだけであるというのが反対の理由‘

であった。

われわれからみればこれは全く当然の要請であり異議

なく受諾されるものと思っていた。ところが条約会議に

おいても発言の主力をなすヨーロッパ諸国にとっては殆

んどすべての船舶が国際航海に従事しうるので，国際航
海に従事するかしないかによって証書の形式を区別する

ことは，むしろ管理上，取締上の不都合を来たすことの

方が多いという理由でわが国の提案に反対し，英・仏語

を母国語とする多数の国の支持を得てわが国の提案を一

旦否決した。しかし，その後インドネシア， フ,イ リピン

等わが国と類似の立場にある後進国が原案の不都合を強

く訴えたので，再投票の動議が可決され，結局わが国の

提案が採択されたが，国際航海とし、うものの彼我の認識

の相違を今更ながら痛感したのであった。

同様のことは1960年SOLASの防火樵造に関する規定

の改正作業，同じく旅客船の区画および復原性に関する

１
１

１
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段階から参加することである。出張旅蜜の制約もあり，

すべての作業グループに参加することが困難なことは勿

論であるけれども，世界一の海運国であり造船国である
わが国の政府として， この種グループの討議に参加し，

相当の貢献をなすことが期待されているし， またそうす
ることがわが国の利益にも一致することが多いと思う。

どちらかと云えば，出張旅蜜が取り易い点からと思われ

るが，最終段階の条約採択会議になると官民合同の大代

表団が組織されるのに対し， ，｣､委員会における審議段階

においては重要な作業グループに参加し得るだけのスタ

ッフが派遣されない傾向が強い。 しかし振返ってみると

わが国の提案が高く評価され，全部とは言わなくとも相

当部分が採択されるに至ったケースはし､づれも初期の段
階から審議に参加した場合に限られていると言うことが
できる。例えば， 1971年のIMC○第7回総会において

採択された大型油送船のタンクサイズおよびタンク配置
の規制については前年の船舶設計設備'｣､委員会における
段階から関係作業グループへの出席にも充分なスタッフ
が派遣された結果，米，英， ノールウエイ， リベリア等
主要海運国の提案と真向から対立しつつも最後まで生き
延び，結局第7回総会の最後の段階で両者の折衷案が採
択された。 1972年コンテナ条約においても， コンテナの
積み重ね段数を決定する際，船体運動による加速度の値
を一定とする原案に対し，実際の加速度を用いることに
より，加速度の'｣､さい船体中央部においては40沢コンテ

ナーの9段積みも可能なようにしようというわが方の修

正提案が受入れられるまでには, IMCOのコンテナー，

貨物'｣､委員会，同'｣､委員会とECEコンテナ輸送委員会

の合同会議あわせて数回の会合にわが国の海上コンテナ

ー協会を中心とする専門家を1年以上にわたり辛抱強く

派遣し続けたのである。昨年秋の海洋汚染防止会議も準

備段階から良くフォローした会議であり，その甲斐あっ

てわが国の主張がかなり通った会議であると思う。とく

に条約会議に派遣された代表団は多人数ではあったが分
担も判然しており幾つかの作業グループにも参加し，条
約のとりまとめに相応の寄与をなし得たと自負してし、

る。

上記とは反対に，防火'j､委員会，区画復原性,｣委員会

等は比較的重要事項を審議してし､るにも拘わらず東京か

らの専門家の派遣がなく，わが国相応の貢献をなしてい

るとは言い難い。また，海事衛星専門家パネルも明年条

約採択会議が予定されてし､るにも拘わらず，漸く今年の

1月になってシステムの経済性評価，技術仕様等を検討

する各作業グループに参加する態勢が整えられたに過ぎ

ず， これから秋にかけて相当奪斗しなし､と本会議での善

規定の改正作業中にもみられた。前者においては現行条

約の40"GT以上の貨物船に対する規定を500GT以上ま

で拡大しようとする際， わが国においては5"GTから

4000GTと言えば内航船に限られるとし､う固定観念によ

るものと思われるが，わが方はこれに反対した。また後

者においては，改正案作成過程において，あたらしく導

入された確率の概念にもとづく基準ならびに計算方法を

検証するため，各国がそれぞれの客船について試算する

ことを求められた。わが国は見本市船さくら丸につし､て

試算しその結果を提出したが，試算の趣旨からみて，国

際航海に従事するか否かにこだわることなく，例えば内

航とはいえ長距りフェリー数例について試算した方が新

規則の妥当性を検証するという本来の目的にも沿い， ま

たIMCO規則を内航フェリーにも適用可能なように修

正することも可能であったかも知れない。

2． 小委員会およびその作業グループの役割

IMCOに寄託されている技術的条約の改正，条約にも

とづく勧告案の作成, IMCOが主催する国際会議に提出

する条約案の起草は，通常，小委員会の作業グループ，

小委員会，海上安全委員会，総会もしくは条約会議とい

う順序で行なわれる。このなかで最も重要な段階は'｣､委

員会およびその作業グループにおける原案作成である。

小委員会まではIMCOの正式の機関として認められて

おり， ロンドンのIMCO本部において開催され，英，

仏，露，スペイン語による同時通訳があり，会議資料は

IMCO文書として配布される。これに対して作業グルー

プは， ′｣､委員会によって設置され，付託事項を与えられ

る下部機構には違いないが，予算，会議場等の制約から

同時通訳はなく，資料もゼロックスにより作成されたも

のが出席者に配布されるのみであることが多い。また，

その性格も， ′｣､委員会の会期中その議事進行の便を図る

ため臨時に設置されるものもあれば，半永久的に設置さ

れ'｣､委員会の会期とは無関係に頻繁に会合するものもあ

る。後者の典型的な例は，船舶設計設備'｣､委員会に設置

されたパルク・ケミカル・グループでグループ議長の名

をとってレイキーグループと通称されている。このグル

ープは，パルク・ケミカル・キャリアーの安全コード

（勧告として採択された後， 1973年海洋汚染防止会議に

おいて，同条約付属書Ⅱの各国国内規目ﾘの準拠すべきも

のとして単なる勧告よりも強化された）の作成によりそ

の存在意義を認められ，その後，液化天然ガス運搬船の

安全コードを作成するようになってからわが国において

も注目されるようになった。

重要なことは，作業グループの性格に拘わらず初期の
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戦は免れないであろう。 わが国でも良く知られているバラスト分離タンカーも

3年程前に米国から提案された当時は，環境保全に熱心

なカナダ，オーストラリア等の支持があったに過ぎな

いQ

しかし，油の放出は微量であっても海洋顎境に有害で

あること，許容放出量をPPMで設定しても許容量以上

の放出を自働的に停止するブラックボックスの開発は現

在の検知器（計測器）をベースとする限り不可能である

こと，計測器の精度，信頼性が向上しない限り許容放出

量以上の排出を取締ることはできないことの3点をまず

膨大な資料で立証し， （勿論各国が納得した訳ではない

が）この前提に立って，バラスト水と油を分離すること

軽質油といえども規制の対象とすること，船舶の近傍に

油膜等の変色（いわゆるSheen)が認められれば取締り

当局はこれを第一義的証拠として訴追しうることを骨子

とする提案を強力に推進した。この間，バラスト分離タ

ンカー研究グループ， メンプレーンによる油水分離方式

研究グループの主査として行なった研究調査， タンカー

の二重底構造の有効性を示す過去の海難事故の解析，軽

質油の生体に及ぼす影響に関する研究など海洋汚染防止

会議までの3年間に投じた研究費は数百万ドルに達する

と言われる｡前記米国案の第3点いわゆるSheenConcept

は各国の法体系になじまないという理由で結局成立しな

かったが,船の近傍にSheenがあれば無実の立証責任を

船側に転嫁するという考え方で，一見厳し過ぎるようで

あるが，現実に油による汚染取締りの困難さ，ますます

激しくなる海洋汚染の現状に手を焼く取締り当局の悩み

を卒直に国際議場にぶつつけた感じで，否決はしたもの

の，その熱意と形式にとらわれない発想方法に敬意を表

したものも，壁易したもの同様少なくなかった。

臨海事衛星専門家パネルにおける米代表団も海事衛星機

樵設立条約案の審議を始めた段階では全く孤立無援の状
態で, IlWTELSATに反感をもつソ連，西欧諸国の主唱

する新機構設立構想に押しまくられていた。しかし，新

機購の設立よりは既存機関の利用で行く方が効果的であ

るという主張を曲げず, IMCO,ITU,INTELSAT各国

電々当局のコンソーシアムなど思いつくすべての既存機

関の利用方法，その可能性，新機構設立に比較しての利

害得失等を次々と提示する一方， システムの経済性評価

技術仕様の作成等に関する作業グループには多数の専門

家を参加させ実質的な計画の推進には大いに貢献した。

その結果，本年1月開催されたパネルにおいては，従来

本会議で審議されていた新機構設立条約案を作業グルー

プに落とし，本会議では米国の主張する既存機関の利用

方法を検討するに至った。明年早々開催される政府間会

3． 舞台裏でのエ作

あらゆる外交交渉では会議場外での交渉が極めて重要

であると一般に言われている。事実，会議場での発言は

時間的に限られており，充分意を尽せないことも多い。

しかし，少なくともIMCOに関する限り,舞台裏での工

作とか会議場外での取引きを云/々する以前に，わが国の

意見なり提案なりを正式に文書として早目に提出し，会

議の場で（とくに前記のとおり'｣､委員会およびその作業

グループにおし､て）繰返し主張することが一層大切であ

る。

わが国の場合，会議の前日ロンドンに到着した代表が

英文の提案50部程度を持参し，会議の初日にIMCOの

表紙をつけて配布するよう事務局に要求することが多い

しかし，このようにして提出された資料は仏語に翻訳す

る時間がなく仏語使用国代表によって拒否される可能性

を常にはらんでいる。このような場合，米国等が良く用

し､る手段は, IMCO事務局に提案を送付すると同時に主

要国の会議出席者に写しを送付することである。この場

合少なくとも各国代表国の出発前に届くようにしなけれ

!ぱならないのは当然であり，これによって少なくともロ

ンドンで初めて文書を見たのであり本国政府に請訓しな

､ければ討議できないとし､うような意見は排除することが

できる。

いづれにせよ，正規のルートでわが方の見解を参加国

･に知らせ，会議場で正式に主張することが先ず肝心であ

り，場外の，たとえばパーティーの席などで，いわゆる

根回しなどということは，言語障害もあり仲々うまく行

かない。会議場で繰返し主張していれば， 自然に場外に

おいて同調者は賛意を表しに寄ってくるし，反対者は説

得にくるし，却って場外での工作ができるお膳立てが整

ってくる場合の方が多い。

4． 米国代表団

’

1

’

4

1

IMCO加盟国中，米国代表団は量的にも質的にも最も

,よく組織されている。その主力は沿岸警備隊(USCOast

IGuard)の技術部門で，前記船舶設計設備小委員会バル

ク・ケミカル・ク、ループの議長を勤めるレイキーもコー

スト ・ガードの化学者である。IMCOにおける米国代表

団の活動はユニークである。しばしば，安全性，公害防

止等の見地から，かなり厳しくかつ漸新な提案を行なっ

て孤立することも多い。しかし強大な情報収集能力，研

究開発能力を背景に数多くの資料を提出し最終的には相

当の成果を挙げることが多い。

、
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会および作業ク・ループに必らず東京から出張者を派遣す
ることである。必ずしも運輸省，郵政省等の役人に限定
することはなく，その道の専門家であれば運輸省調査員
の発令をすることにより出席可能である。現在のところ
大使館から1名，海事協会,船主協会,船会社のロンドン
駐在員のなかから業務に差支えなし､範囲で1～2名出席
して貰ってし､るが， ロンドンで仕事の片手間に会議をフ
ォローするということは容易ではなし、し，東京へ報告す
るにも何を報告したら良いのか判らないことがある。全
く無責任な話であるが，一つの'｣､委員会でも議題は10以
上あり， どの議題のどのような問題が将来（あるいは次
回）わが国にとって困難をもたらすことになるのかは，

その道の専門家もしくは担当者でなければ半りらない。ま
して海事衛星のようにわが国の態度も全く未定で訓令も
なく，専門も違うものになると無味乾燥な議事録の出来
損ないのような報告を送る結果となってしまう。
最後に訓令もしくは対策漬料の内容であるが，技術的
な事項を審議するのであるからできるだけ半りり易く詳細
なものでなければ役に立たない。例えば本文には別紙の‐
理由により反対と書いてあり，別紙はとみると，細かい
活字で数頁にわたる研究報告か何かの抜粋であったりす
る。一度米国代表団の隣に席を占め，その訓令を見たこ・
とがあるが, IMCO文書1件につき1～2頁の割りで，
件名，文書の内容の簡単な説明，担当者のコメント，対
処の仕方が要領よく並べてあった。
IMCOにおける日本の活動は確かに充分ではなく，強

化しなければならないことは勿論であるが，それ自体わ，
が国の国内体制の反映であり，画期的，即効的な方法は
なく，国内の体制を合理的能率的な方向へ改善するよう

努力すれば，それが自然にIMCOにおける活動にも反
映されると見るのが正解かも知れなし､。

議においても， ソ連等の主張する新機構設立条約が簡単

に採択されるとも思えない状況になってきた。

とくに米国代表団についてここで言及したのほ，その

数の優位や強引さを賞揚するためではなし､ことは勿論で

ある。その特徴は，形式や慣習に捉われない自由な発想

で問題の解決方法を模索する行き方，その過程において

労力を惜しまず，自己の研究や調査に自説に不利な結果

が出ても素直に発表する態度，基本的政策で対立しても

技術的な作業には積極的に参加することなど少なくとも

私には見習う点が多かった。

5． 結 び

正確な記録によらず，感じたところを記憶を便りに書

いたので非常に散漫になったような気がする。ますます

散漫な文章で終りたい。

しばしばIMCOに出席された方々は, ｢IMCOにおけ

る日本はこれではいけない。もっとIMCOにおける活

動を強化すべきである。例えば運輸省にもIMCOを専

門に扱う部門を設けるべきではないか」という趣旨のこ

とを言われる。しかし私は真の解決方法ばもつと別なも

のであると思う。もっと本質的なものでなければならな

いと感じる。例えば安全規則で内航の区別を止めること

も一つの方法であると思う。本来，船の安全性というも

のは国際銃海に従事するか否かによって変るものではな

い。IMCOの規則は内航・外航の船舶に適用される最低

の基準とみなすのが正しいのではなかろうか。そうする

ことによって， 国内規則とIMCO規則の差異をなくす

ことができ，担当者にとっても現在に較べればもっと

IMCOに親近感をもち，事務量も減るのではないかと思

う。

今一つ，すぐにでも改善できることは，前述の小委員

ヘハ〆、〆~〆~ダシー兎画"、へグー〆、〆時ハー~〆ツー戸田グ、グーーーーシン、へ〆Lへ〆…ご~へ"､〆曹暫一､ハエ唱〆､一三へ字へジヘョー孟＝L一‐ヨーーーーーューーニヮー～、グヘ守〆ｰハーー〆シーシ、〆、ハヘダー

ニュース解説（61頁よりつづく） なうのに適している。

地が大きくなり，また船員の雇用状況も安定化するた 、長期にわたって用船できる保証がなし､ため，長期的
め不採算船の処分等の合理化策の実施も可能となる。 な経営計画がたてにくく，また収入規模の拡大が必ず
④償却資産をもつことにより，特別償却制度がある場 しも事業規模の長期的な発展の基盤を強化することに
合には内部留保を厚くすることが可能となり，またイ はならない。

ンフレ（とりわけ船価の上昇）が進行する場合は事業 なお，この点に関しては一般の外国用船より仕組船
資産の減価を防止することとなる。 やチャーターバック船の方が長期的に用船できるため

e国際競争力の乏しい船舶を所有，運航する場合には 優れている。

今後の船員費をはじめとする諸経饗の上昇によって企 ⑤外国人船員の船員費が低廉であること等の理由から
業の収支が圧迫されることとなる。 とりわけ中'j､型船の分野では日本船に比して用船料が

（ロ）外国用船を使用する場合の長所および短所 低い水準であることが多い。

④自ら資金調達をすることなしに簡単に収入規模を拡 e収入，費用ともドル建てとなるため，通貨変動があ
大することができ， とりわけ限界的な輸送需要をまか っても収支が影響されることか少ない。

J
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カーフェリーの防火対策に関する調査研究

、

船舶整備公団工務部

1． まえがき Z区域分割装置

カーフェリーの安全対･策の一環として車両甲板の防火

購造および防火装置等のあり方が緊急課題として取り上
げられてし､る現状にかんがみ，今後の公団共有カーフェ

リーの新造および改造時の措置として，いかなる構造お

よび装置を採用することが最も効果的かつ経済的である

かについて日本アルゴンクイン株式会社社長若松守朋氏

に委嘱調査研究したものである。

カーフェリーの安全対策に関しては

昭和36年3月自動車渡船構造基準 ． ..…①

昭和46年4月カーフェリーの安全性の向上について

－…②

、昭和46年12月カーフェリーの安全対策について. . .③

昭和48年7月カーフェリーの安全対策の強化につい

て ．…． ．④

等の埜準並びに通達等が出されている。このことは，最

近カーフェリーが大型化し隻数も増加し利用度が高くな

るにつれて事故も発生してきたので大きな関心事となっ

ていることを示すものである。なお上記①と③は④によ

って置きかえることとなった。

カーフェリーについての安全は，客船としての安全，

自動車運搬船としての安全の二方而からの安全を考えな

ければならない。特にガソリンを積んだトラック乗用車

等を運搬することは，失火または衝突等を考えると特に

危険性があると考えられる。

本稿では，特に焦点をカーフェリーの防火対策に絞っ

て考察することとした。

2-1閉囲車両区域

A－X 閉囲車両区域の火災探知装置

この装置には，熱式火災感知器，煙式火災探知器
等があるが，車両区域では熱式火災報知器が適当で
あろう。

また，車両区域には見透しのよいところに監視室
が設けられているが， ここは初期防火の指令所とも
言うべきところであって必要な通信装置，指令装置
等を備えまた安全な脱出ロを設け防熱耐火ガラス等
で保護されていなければならない。

A－Y 閉囲車両区域の消火装置

この装置は，炭酸ガス消火装置，空気泡消火装置
高膨張泡消火装置，スプリンクラー装置，粉末消火
装置および通常の消防管による消火方法がある。通
常の消防管による消火装置は規定通り取り付けると
して， この他に前記各消火装置としてば，炭酸ガス
消火装置，高膨張泡消火装置，粉末消火等が強力で
空気泡消火装置，スプリンクラー等がこれに次いで
いる。それ.ぞれ特長があるが，対象物を汚さぬもの
としては，炭酸ガス方式が最高で，また消火時間と
してば炭酸ガス方式粉末消火方式が最も早い。

消火は，初期の数分が大切で特にガソリン等のあ
る車両区域としては，最初の1分間が大切であるこ
とを考えれば炭酸ガス方式は初めの1分間でほぼ対
象区域の80％をガスで充満せしめるのでその効果は
大である。高膨張泡消火装置は対象区域を充満する
のに5～10分間で行なうという現行法では充分とは
言えなし､し， また炭酸ガスの場合のように1～2分
という要求は苛酷である。また粉末消火方式は広大
な地域で風上より局所に向けての消火方式には適当
であるが車両の多数ある車両区域で用いる場合不便
な点もある。ただし，費用の点では炭酸ガス方式は
高膨張泡式・粉末方式と共に高価である。この点考
慮を要する。一方，火災の際，他の動力たとえば電
力等が停止したとき高膨張泡式，粉末方式等は使用
不能となるに反し，炭酸ガス方式は自己に放出のエ
ネルギーを内蔵してし､るためどんな時でも使用でき

1

｝

’

2． 防火設備

防火対.象区域を次の3つに分ける

閉囲車両区域 ･ ､ , ･ ･A

機関室 ……･B

客室および船員篭 一･"･C

上記の防火対象区域のそれぞれと次の装置のそれぞれ

を組合せた場合について考える。

火災探知装置 ･･ ･･X

消火装置 “･…Y

一R1－

a‐



一一

一船の科学一

不燃カーテンと散水併用式……既存船または新造船

消火装置は，

．高膨張泡式 新造船

炭酸ガス式 既存船または新造船

また，区域には規程の通りの消防管ホース等を設

備することは勿論である。

また，火災探知機としてはすべて設備されてし､る

ものと考える。

車両区域監視室は消火作業の指令室としての諸設

備と防護設備，脱出設術を完備すべきである。

また，必要消火能力としては車両区域の分割数に

よってしんしやくすべきである。たとえば車両区域

が上記のような方法によって4区に分割されていれ

ば， 4区を同時に消火するだけの炭酸ガス消火設備

は不要と思われ，少くも2区域分位の能力を有して

し､て1区域を消火後更に予備として1区域分を保有

するとし､う具合である。たとえば一区域が火災で消

火作業(上記の方法で）している場合，隣接区域では

消防管ホースにより類焼を監視することは当然で，

このような消火設備をもっていても従来のホース消

防またはポータブルの消火器等はやはり保有すべき

である。

る利点がある。また配置上からも炭酸ガスピンはど

こでも貯蔵できるので特別な制約をうけることがな

いので特に既存の船に対して設備する場合便利であ

る。このような諸点を考えると，一応，炭酸ガス式

消火方式が最も有力とし､うこともできる。

A－Z 閉囲車両区域の区域分割装置

区域分割の目的は，火災区域を小範囲に極限して

他区域への類焼を防ぐことにある。また付随的に,j、

区域の鎮火をすることとなるので消火装置の能力を

'j､さくすることもできる。

区域分割の方法としては次のものが考えられる。

（ｲ） シャッタードアー

（句ウォーターカーテン

⑧その他

車両区域の断面積は高さ5.0m,幅10～15m位で

あるので，天井より巻き上げ巻き下しの方式は幅が

大となって不適当であり，航空母艦の飛行機の格納

庫に実施したように横開きが適当であろう

Fig.1参照(84頁）

ウォーターカーテンについては，輻射熱を防止し

て類焼を防ぐ効果はあるが，煙，炎等を実質的に防

ぎ得ない難点があって充分とは言えない。その他の

方法としては，不燃性の布カーテンを2列天井より

落して，そのカーテンに向ってスプレーをかける方

式などが考えられる。Fig.2参照(85頁）

この方法でやると次のような利点がある。

（ｲ）無動力でカーテンを下げることができる。

（可カーテンを下げる時間が少ない。

㈱費用が安い。

次にシャッタードア方式とカーテン方式の弱点を

あげると， シャッタードア方式は，幅,0～15mの間

を真横に巻かれた扉がくり出していくので，その途

中には少しでも邪魔物があってはならないので車両

の格納効率が悪くなる。また，価格が高いことも弱

点である。カーテン方式は，たとえ石綿等のカーテ

ンを切って落してもやはり水をこれにかけた方が効

果がよいと思われるので， この点荷物をぬらす等の

デメリットがあるが水量は少くてすむ。カーテンを

下ろす線は一直線が望ましいが，そうでなくても大

部分の面積はシャッタアウトすることができる。カ

ーテンについてはFig.2参照(85頁）

以上，諸々の考察を加えた結果としては次のよう

に言うことができると思われる。

車両区域の分割方式は

鋼製シャッター横行式……新造船

2-2炭酸ガス消火設備に関する注意

炭酸ガス消火装置は，上記のように荷物をぬらさず

短時間（ほぼ1分間で80％） 2分で全量を必要区域に

放出する等の利点を有しているが注意すべきは人体に

対し害を与えることである。

炭酸ガスはそれ自体毒性はないが濃度の高し､ものを

急に呼吸するときは血液中の酸素が急に減少してショ

ック死する時があるので，炭酸ガス放出の際は全員に

そのことを通知し対象区域から人を立ち去らせること

特に車両甲板下の乗組員は安全な場所に避難せしめる
ことが大切である。また，消火効果を確実にするため

放出前にシャッターまたはカーテンを下ろして他の区

域に炭酸ガスが流出しないようにせねばならなし､。

2-3機関室の消火装置

B－X 機関室の火災探知装置，消火装置および

B－Y 区域分割装置

B－Z

機関室については，特にカーフェリーであるから

という理由はないので現在の規程および前記の通達

で充分カバーされていると思われる。機関室につい

ては区域分割はできればよいが実行不可能である

－82－
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して船より脱出救命の手段をとらなければならない。う。艦艇のように2万馬力のボイラーが8室， 4万

馬力のタービンが4室の如くあればそれぞれ区分し

て配置する必要があるが，カーフェリーでは機賊室

は一つでその中に補助ボイラーがあるだけであるか

ら実情は区分する必要はない。また，もし炭酸ガス

消火装置を有することとなれば車両区域の区分され

た一つの容積は大体機関室よりも大きいので配管を

しておけば充分消火をすることができる。

3－2消火作業による放水の結果船体復原性の影響に

ついて

前述のような消火方式，高膨張泡消火方式（水量は

泡容積の1/1,000)の場合，例えばフェリー“わか丸”

では車両区域容積は全量で3,500maで水量としては多

くても約5Tである。また，消火栓を併用しても消火

用に使われるポンプ能力は合計140t/hであるので車

両甲板上に水がたまっても現在の排水装置で充分であ

ろう。炭酸ガス消火装置であればなおさら問題はな

い。

2-4客室および船員室の消火装置

C-X火災探知装置：現行のもので諸法規に適合

していれば充分と考えられる。

C－Y消火装置：現行は消火栓ホース，持運式泡

消火器，持運式炭酸ガス消火器， 自動拡散型消火

器をそれぞれの場所に有しているので充分と考え

られる。

C－Z消火を目的とした区域分割：現在のフェリ

ーは諸法規に適合していれば充分と考えられる。

4． 救命装置について

船舶救命設備規則による救命器具と信号装置はそれぞ

れ性能的にみて充分であり，その設備数量も規則に従え

ば充分であると思われるが，問題は進水装置のあり方と

如何にして救命器具に安全にたどりつけるという点にあ
ると思われる。その理由は平常時においてテストしてみ

て完全だと思われても非常事態でその通りの性能が発揮

できるか否かは甚だ疑問である。シューターもその一つ

であるが1人当りの脱出時間に問題があり多数設備しな
ければならない。最も確実なのは舷側に多数多連式綱梯
子を装備することであろうが，幼児等には不適である。

この問題については更に検討を要すると考えられる。

3． フェリーボートの火災時における考察

その他の点

3－1火災による船体強度の低下

火災のとき炎に直面する鋼材は800℃以上となるの

で，船体を織成する鋼材は引張強さ，圧縮強さ等物理

的な強さは常温のときよりも5～10分の1位までに甚

だしく弱くなるので構造自体が荷重にもたなくなり甲

板の陥没曲り等を生じ，思わぬ二次的火災を生ずるも

のである。従って，たとえば車両区域内で火災が起っ

た場合，それに隣接する天井の上の室のデッキ，側壁

の向う側の室内に充分な防熱耐火塗粧をほどこしても

車両区域を構成する天井そのもの，天井のビーム，車

両区域の側壁等の鋼材が6～800℃に達すると急に鋼
● －

材そのものが弱くなって天井がアメのように曲って陥

没し，そのさけ目から炎が上方に出て第2次火災とな

ることも考えられるので，温度の高い火災を生じるお

それのある車両区域の内面は少しでも鋼材温度の上昇

をおそくするために耐熱材を塗布した方がよし､のでは

ないかと考えられる。車両甲板の鋼板そのものは車両

区域が火災になっても温度の上昇はあまりないと考え

られる。

以上の考え方は，最近の超高層ビルの火災対策と同

様の考え方であって造船にもその考え方を導入すべき

であると思われる。しかし，船舶はあくまで鋼瀧造で

あってコンクリートを上にぬるわけにいかないので，

火災がどうにもならぬ程拡大した場合は，次の手段と

5． 実例についての考慮

1,650GTフェリー“わか丸”に防火強化対策を施した

場合“わか丸”は1,650GTであるので一応防火壁を2カ

所つけるとすれば設置位置は車両区域のFr40, Fr80に
とりつけるとする。型式としては横巻き式鋼製シヤツタ

ードアまたは防火カーテンであるが費用の関係上または

配置上このような既成船ではスプリンクラー併用の防火
カーテンが適当であると考えられる。

上記の防火壁で仕切られた車両区割は

区割 容積In3主消火方式

前方区割FP～Fr80約1,030高膨張泡消火方式(既設）

中央 Fr80～Fr40約1,000炭酸ガス消火方式(新設）

後方 Fr40～後端約1,170高膨張泡消火方式(既設）

中央部区割を高膨張消火装置で行なうためにはそのす

ぐ近くに装置を設置せねばならず，現在の一般配置から

みると客室甲板の特別2等客室付近を縮小，大改造を行

なわねばならないので遠隔の場所より高圧管で導くだけ’
－83－
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エフ・ビームに沿わせてとりつけること。ボンプカ量を増

すことはないと思う。また，車両区域には天井および側

壁前面にトムレックス（一例）を厚さ30mmに吹きつけ

塗粧す~ることがリコメンドされる。このための重量増加

約30～40Tと考えられる。 （スタビリティ要検討)これは

1時間の火災に対して鋼材強度を保謹する厚みである。

でよい。液化炭酸ガス消火装置が最適であるのでそのよ

うにした必要な炭酸ガス量は45kg入りの炭酸ガスピン15

本位を置けばよし､のでこの区割の下側の機械室の一部か

または第二甲板のFrlO4～Frll4の空所でもよろしい。

2カ所新設する防火カーテンの前後には約3.5"No.

80STPG穴あきスプリンクラーパイプを1カ所に2本ウ

軸

減速器

'一部レール

= 』

&

〃

電動機

シャッタドア

ｎ
〕
ノカ

ユ

５

約
ル

ー
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
●
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
Ｅ
１
凸
Ｗ
Ｖ

－
、
－

し
、

５立
口
、
、

下
、
〆
、、、

用
、
し
、

章
程
‐

｜

ｒ
空

一
Ａ
「
７

『

Ａ
〔
一
ｒ
Ｉ
ｐ
０

、

山Ⅲ
下部回転円板

、､一

DKビーム DK DKガーダー

天井レール

シャッタドア一

上型とﾙｶ'〉 車輌甲板

t部レール
、

AASECTION
横ローラ

吊下げ用ローフ
ー

で弓Uでう
－

防火扉

ンヂ

Fi9. 1模型シャッター見取図

－84－

宰 昌‘・全ﾆｭｰ



－船の科学一

/7アア画一←龍
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両面よりスプリンクラーパイプにて散水
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Fig.2不燃カーテン
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IHIFlatTank式LNG船の開発

石川島播磨重工業株式会社

浜村建治＊ 八木恭彦*＊

IHIFlatTankSystemの開発は国産自主技術として

進めたために，彪大な実験と多くの関係者の助力を必要

とし， また上述のような幾多の変遷を経てきたもので，

その全貌を限られた紙数では記述しきれないが， ここで

はMプロジェクトとして発足以来の概要について述べる．

ことにする。

1． 緒 言

わが国で簸初の液化ガス運搬船「第1えるぴい丸」が

当社相生第一エ場で1960年に完成して以来， プロパン，

エチレンなどの液化ガス運搬船の当社における建造実績

は13隻にも及んでいる。また，当社は，陸上の液化ガス

タンクにつし､ても約150基の完成または建設，計画の実

績をもち， とくにLNG陸上タンクは15隻(昭和48年末，

完成数）にもおよび，陸，海ともに，液化ガスの貯蔵運

搬に関する豊富な経験と技術を保有している。

一方，海外では1959年，米国のConstock社が貨物船

を改造し, LNG船"MethanePioneer'' (5,123m3,現

在の<@Aristolle'') として運航を開始して以来， 液化天

然ガスの海上輸送が大きくクローズアップされてきた。

当社においても昭和35年（1960年）からLNG船の研究

を開始し，第1表に示す経純を経てMプロジェクトチー

ムを発足させ， さらにLNG船建造統括室に発展して今

日に至っている。この間に, LNG船需要研究会におい

てその需要予測を平行して進めた。最終的にまとめた予

測値を第1図に示すが，エネルギー不足，石油危機が叫

ばれてし､る今日，環境を損なわなし､クリーンエネルギー

としての天然ガスはその需要がますます高まるとみられ

てし、る。

2． 開発目標

天然ガスは産地によりその成分が若干異るが， 90％前

後がメタンとなっている。その他の成分は窒素も多少含

むが，いずれも炭化水素系のガスであり， したがってメ

タンガスの性質に近い。この天然ガスを液化すると溶積

が約1/600,液比重が約0.46となって,海上輸送するのに

非常に有利になる。 しかし， このガスは空気混合による

爆発限界が5．5～15％という危険ガスであり， また，常

温で加圧しても液化せず，一方大気圧下では-162℃以

下の極低温にしなければ液化しないとし､う性質を持って

いる。 したがって, LNG船は従来の液化ガスを輸送す

るという技術の延長ではなく，新たな技術開発が必要と

された。外国においては， フランスを初めとして，各国

で新形式LNG船の開発がさかんに行なわれてきたが，

わが国の造船各社は第2表のようにそれぞれ技術提携を

進めてきた。これは世界の建造量の半分以上を誇るわが

第1表当社におけるLNG船研究の推移

期 ’’名 称 時 内 容

MC委員会

LMGCarrier研究会

相生第一工場で発足， 自立角形タンクの検討

船舶事業部技術部と関係部で構成， 自立角形タンクの
モデルテストを実施

船舶事業部技術部と関係部で構成，各材質・主機など
の検討，エチレン舶建造に至る．

メンプレン方式の検討,FlatTankの原格提出，エ作
テストの実施

各方式の比較, FlatTank方式に決定

大形モデルテスト，保冷テストなどの決定

実用化テストの実施，生産設計の実施

昭35年 ～昭36年

〃38年5月～〃39年7月

LMGR委員会

〃 メンフ．レン分科会

月
月
月
月

５
辺
皿
２

年
年
年
年

３
４
６
８

４
４
４
４

″
″
″
一

一
一
一
一
一

月
月
月
月
月

皿
４
８
理
３

年
年
年
年
年

０
３
４
６
８

４
４
４
４
４

″
″
″
″
″

LNG準備会

Mプロージェクトチーム

LNG船建造統括室

SV計画準備室
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者を要すること，それにもまして開発に時間がかかると

考えられたことであろう。 また，技術提僻がinitiRI

payrnentなしの場合が多かったことも見逃せない理由で

あった。

しかし，当社においてはLNG船の技術は自主開発に

よることがtoppolicyとして決められてし､た。したがっ

て，他社では一挙にstepupした技術が，当社では一歩

一歩築き上げるというやり方で行なわれた。これは前述

の実績， とくに陸上におけるLNG技術によるところが

大きいとはいえ，他社に比べてより多くの費用と労力を

要したことは否めない。さて開発にあたって，極低温の

液体を運ぶという技術上の問題を解決し， 「いかなる船

を造るか」という問題と同時に， それを「し､かに造る

か」ということを配慮する必要があった。それはこの船

の第一の開発方針である「信頼性」の非常に優れた船を

造るためには，設計だけでなく工作建造面においても最
高の技術を必要としたからである。このことからつぎに

述べる目標を設定して開発を進めた。

’・ タンクは極低温でも十分な強度をもち板厚も適当
であり，建造中，就航後を通じて損傷の発生が考え
られないものであること

2・ タンクの材料は入手が容易で，その溶接も安定技
術になり得るものであること

3． 溶接長をできるだけ短くし，作業の省力化ととも
に検査が完全に実施でき，信
頼性の高いものであること

F3月末現在) 4. 保冷材は極低温における性

(万瓢:〕
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第1図LNG船の需要予測

第2表国内のLNG船建造に関する技術提携(昭和48年3月末現在）

能に優れ， しかも入手しやす提携時期

く先行艤装に適した保冷織造
昭41年11月 方式であること

〃

5． 船の運行に際しても各装置
昭44年3月 が十分安全確実で，運航経済
蟹46年5月 上有利なものであること

6‘ 建造技術が現在の延長線上〃

昭46年6月 にあり’建造コストが低廉で
〃 8月 工期も短くてすむものである
昭47年1月 こと

〃 4月 7． 工場の設備投資が少なく，
〃

また作業職種の変換が容易で
〃

作業員を養成しやすいこと
昭47年9月

これらの目標は必ずしも矛盾
のないものではないが，全体を

|提携時期会社名 ’ 技術提携先

WormsEngineering(仏）

ConchInternational(Bahama)

ConchOcean(Bahama)
（現在,ConchlnternationalMethanLtd.)

MossLosenbelt(Norway)

（ 〃 ）〃

（ 〃 ）〃

GazTransport(仏）

Technigaz,GazOcean(仏）

ConchlnternationalMethanLtd. (英）

Technigaz(仏）

GazOcean(仏）

KaiserAluminum(英）

三井造船(株）

日本鋼管(株）

三菱重工業(株）

〃

三井造船(株）

川崎重工業(株）

日本鋼株(管）
〃

住友重機械工業(株）
〃

〃

川崎重工業(株）

国ではあるが, LNG船の開発に関しては後発であり，

すでにその需要も第2ラウンドを過ぎており，それに引

き替えLNG船の開発には巨額の費用と多くの研究技術

システムとしてバランスのとれたものとするように，そ

れぞれの項目が何度も練り直され，信頼性第一の目標に
集約されていった。 ’

－88－

■



－船の科学一

MT1 作 能内存M1

3． 開発組織

昭和46年12月20日，従来の研究グループに新しいメン

バーを加えて，新たにプロジェクトチームを編成した。

その組織は変遷し， メンバーも変化していったが，その

代表的時点での組織表を示すと第2図のとおりである。

このプロジェクトチームは全員が専属のものではなく，

一部はラインにつながっており，グループごとの検討会

と全体の総合検討会(MG会議） とからなる委員会との

混合形である。このプロジェクトが軌道に乗るまでは，

tOpへの定期的報告会とその討議に基づく指示により運

営が行なわれた。
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Mn
4． 開発研究項目

唯本孟而'．．船価兇械

珊総櫛逃．雑装

メタン災き，計装なと 開発研究項目を第3図に示す。この中にはプロジェク

ト発足以前に解決ずみのテーマは一部除外してあり， ま

た，陸上タンク用として開発ずみの研究テーマも除外し

てある。未着手のテーマも除外してあるが，その内容は

1這大なものとなった。

M1

保冷詮t汁

爽験方梁

各協会承忠作難
’

MP

5． 計画の条件

従来，造船工学は経験工学といわれ，船体各部の寸法第2図Mプロジェクトチーム組織

大形モデル
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第3図ⅢIFlatTankSystem開発ダイヤグラム
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2. NK規則を参考にしながら，外国船級協会規則に

合致するようにし， さらに米国入港を考慮して,U.

S.CoastGuardの要求にマッチするようにする(計

画当時まだNK規則はできていなかった）

3．外力の条件は, waldenの北大西洋における波浪

観測を基にした統計値により， 20年間に発生する最

大の波浪によって生ずる船体運動のレスポンスを計

算し，それによるタンク内の付加加速度を求めてこ

れを強度計算のベースにする

4． 外気45･C, タンク内のLNG温度は-162･C以下

とし液比重0.48, boiloffrateは0.26%/d以下と

する

5．船速は19.5kt以上， 航路はペルシャ湾～日本と

する

6． 船体建造所は横浜第二工場， タンクの製造ば横浜

第三工場とする

以下，開発の中心となったタンク（1次防壁(primary

barrier)),保冷構造(2次防壁(secondarybarrier) と

保冷材）から次章以下に述べていき， さらに工作法，品

質管理体制についてもふれることとする。

の強度計算も外力を設定した絶対値計算ではなく，あく

まで比較計算であり，経験による係数で規則なども成り

立っていた。これは不可知な大洋の波を相手とする船の

場合止むを得なかったものと考えられる。しかし，最近

発達した波浪統計理論は不可知とされてきた波の挙動を

統計的に把握し，外力の絶対値を統計的に捕えようとす

る方向に変ってきた。-162℃という従来にない極低温

の液体を運ぶ船の建造を，経験工学のみですませておく

.ことができなくなったともいえるであろう。また，船殻

を構成する鋼材は, LNGに触れると低温脆性による破

損を生ずるので， タンク部材の亀裂に対しては，従来の

船よりさらに発生防止に慎重でなければならなかった。

これがタンクの安全設計に疲労設計の考えを採用する要

因になっている。こうしてLNG船の設計に関しては各

国とももっとも進歩した理論のもとに，十分な安全性を

考慮してその規則を構成するようになった。したがって

LNG船を引き金として最新の理論が実際の船の設計に

適用されるとともに，建造技術においても波及効果を及

‘ぽすであろうことが想像される。

本船の設計計画のもとになった条件は次のとおりであ

る。

1． タンクの容量は125,000ma(後に変更して128,000

m3)とする

第3表液イ液化

6. LNGタンク(1次防壁）

LNGタンクを1次防壁とよぶのは， これが漏洩して

ガスタンクの分類

貯蔵方式

|繭篁躍髻奮
設計圧力
(RJ)
(kg/c証）

支持方式 使用圧力
(P")
(kg/c減）

構造方式 備考・実例
使用温度

|加圧式LPG,塩素，アンモニ

|ｱ,塩ビﾓﾉﾏｰなど主として
|小形船に実船例多数あり

圧力式
Pu>0.7
常温

局＞0.7

圧力容器形式

(球形.円朧予
(PT)

ダﾚｰドAorB

orC

l
伊

多目的ガスタンカー独立形

LNG船の実例として

童Z腹思駕形)}ぁ，
局≧0.7

－

低温 低温式LPG船の大部分

LNG船では， メタンプリンセ

スなど6愛が就航

７

式
０

圭
刈
三
一

重
み方形形式

(IT)
グレードBorC

て
新

しと
カ
リ

例
ス
あ

実
ラ
種

の
ア
数

船
う
ど

Ｇ
－
な

Ｅ
ポ
丸

Ｌ
ン
ト
レ

Ｇ
ル
チ

Ｎ
カ
エ

Ｌ
デ
菱

局≦07非独立形
メンプレン形式
(IMT)

ｸ・レードC(orB)
一

｜ インテグラル

l方形形式(IGT)

1

i低瀧式ﾌﾞﾀﾝ船
#≧-10･C

(注)A: 2次防壁省略, B:軽減2次防壁, C:完全2次防壁
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一船の科学一

もつぎの層で一時LNGを貯留し，船体の内殻ひいては

外板を脆性破壊させないようにするために2次防壁が設

けられてし､るからである。 しかし， この2次防壁はすべ

てのタイプに対して要求されるものではなく， タンクの

形式によって異なっている。すなわち，第3表のように

IMCOおよび各船級協会におし､ても定められてし､る。と

ころがIHIFlatTankSystemはこの定義に含まれて

いず，一般にはセミメンプレンと称されて，わが国だけ

のものであるため,NKの暫定規則に記載されたに過ぎ

なし､。 したがって，輸出船を建造する場合のことを考え

ると，世界の主要船級協会に了解を得，承認をとること

が必要でありそのための折衝も平行して行なわれた。

6.1 FIatTankSystemの原理

前述の"MethanePioneer''が米国で建造されてから

6年後にフランスでClPythagore'',英国で"Methane

Princes3がLNG船として建造された。 4CPythagore"

はTechnigaz社のメンプレン方式,"MethanePrincess''

4XConch社の自立形である。 このように， メンプレン

式と自立式が同じ年に新造され，以来LNG船の2大方

式として採用されてきた。 しかしこの両方式はそれぞれ

長所を持っているが，いかに作るかという立場から考え

るとそれぞれ不具合な点を持っている。すなわち，前述

の開発の目標と対比すると，いずれも溶接長が長く作業

員の養成，検査の工数などが無視できなし､ものであり，

これらを比較検討した結果FlatTank方式が案出され

た。このIHIFlatTankSystemの原理は,第4図に示

す考え方によっている。タンクは常温から液温までに約

4/10的の収縮をして点線のようになる。これに液圧が加

わると，同図右のように変形する。この場合，当然変形

に伴なう応力が発生する。この応力が許容応力になるよ

うに， タンクの板厚とコーナーの形状を最適な組合せに

したものが本システムである。 しかし，実際のタンクは

第5図のように複雑な形状をしており，動揺による付加

加速度も考慮するとこの応力計算は一般のShell理論で

は不十分である。そこで最近の有限要素法による手法を

利用して， このタンクの解析にもっとも適した構造解析

のプログラム"ISTRAN"が開発された。

6．2 1STRAN

(EIStructuralAnalysisProgram)

有限要素法が船の構造解析に導入されるようになって

久しく，すでに3次元のプロク・ラムも利用されているが

このタンクの計算への適用にあたってはつぎの点が解決

されなければならなかった。

1． 変位が大きいこと

2． 変位が船殻によって拘束されていること

3． したがって内圧に対して非線形であること

これらに対して，拘束変位を仮定して計算を行ないア

ウトプットされる変位が境界条件に合致しない場合には

再び修正してインプットする方式を採用した。すなわち

収數させるのに人との対話方式が行なわれた。

この方式の精度確認は，既知の幾何学的図形により行

なうとともにアクリル樹脂モデル(寸法1m×1m×1m)

により実施した。このISTRAN分割とグラフィックデ

ィスプレイによるチェックの状況をそれぞれ第6図およ

び第7図に示す。 これらの結果, ISTRANは，構造解

析によるタンク応力および変位の計算などに確実に利用

できることが判明した。

6．3構造解析方針

U、S・CoastGuardでは自立形タンクをABCの3つ

のタイプに分けている。当初の計画ではAタイプに相当

するタンクにするための解析を行なうことにした。いわ

ゆるl4LeakBeforeFailureTank''というランクであ

る。これはタンクが破損を生じても，繰返し荷重によっ

て限界亀裂長さを越え，脆性破壊によって大破壊を生ず

ることがないように安全率がとってあるという fracture

mechanicsanalysisの考え方に基づいている。 しかしこ

の場合full secondarybarrierを必要とすることおよび

タンクの材料であるアルミニウム合金5083-0材は限界亀
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の実験が必要であった。

6．4材料と実験研究

1次防壁の構成材料には耐食アルミニウム合金5083-0

材とその溶接芯線に5183材を採用した。従来の陸上LN

Gタンクにはアルミニウム合金の他に9%Ni銅も使用

したが，ここではタンクを船体と別個に製造し搭載する

ための剛性，低温におけるすぐれた機械的性質，溶接部

の安定した特性および自動化に適した性質，またとくに

扱いなれた材料であったことからこの材料を選定した。

本材の基礎物性が，このLNGタンク用として適合して

いることは，すでに当社においても-卜分な実験を行ない

低温においては強度が増大し， とくに伸びも増大すると

いうすぐれた性質を持つことが判明していた。実験は

"EnduranceLimitDesign''が成立することを確かめる

ために，模型による繰返し荷重試験が行なわれた。これ

は，第8図に示すアルミニウム合金製タンク（寸法2In

X2m×2m)に2kg/c㎡の圧力を2×105回かけたもので

あるがなんら異常を認めなかった。また， 1次防壁各部

とくに応力集中の起りそうな個所1/1.5の縮尺で試験片

を作成し， 2×106～106の繰返し疲労テストを行なった。

F“

第6図霊ISTRAN分割

第7図陰極管ディスプレイ

裂長さが明確に決め難いほど安全な材料であることもあ

り, leakbeforefailureとしての可能性は十分あること

が判明したので, Bタイプの解析に進むこととした。

Bタイプはendurancelimitdesignとし､う概念に基づ

く疲労設計であって，船の一生に受ける繰返し荷重によ

ってタンクに発生する変動応力幅から計算したMiner

の法則による累職損傷度を，従来使用されている値の

1/10程度に納まるようにしたものである。この損傷度を

計算するには各種の朧造モデルによる疲労実験に基づい
て，溶接欠陥，工作誤差による疲れ限度比を考噸に入れ

原子力圧力容器に対するASMESECTIONⅢの概念

を導入したものである。この条件を満足すれば， タンク

は船の一生を通じて疲労亀裂は発生せず， また検査基準

などで許容できる欠陥なし､し工作誤差があったとしても

これが貫通館裂に発展することはなし､。しかし， これが

完全に裏付けられるためには，以下に述べるような各種

第8図繰返し圧力テスト用モデル(2m×2m×2m)

鰯

第9図疲労テスト用試験片(1／1.5）
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第10図構造解折試験(モデル寸法2m×2m×2m) 第11図大形モデルタンク(1/4.4）

測定應力とff算晦力の比ﾘビ第9図にスチフナ部の疲労試験用モデルを示す。

一方U$LeakBeforeFailure''の考えに基づくfracture

rnechanicsを解明するために大形破壊籾性試験および疲

労亀裂伝播試験を行ない，引張りと曲げの共存する応力

場での亀裂の伝播の形状と速度を求めた。この結果，

C5LeakBeforeFailure''の条件も満足し，たとえ貫通ク

ラックが発生したとしても船体外部からの浸入熱によっ

て，漏洩したLNGはboiloffしてしまい滞留しないこ

とが計算によって明らかになった。

6．5構造実験

前述のISTRANの開発と平行して，各種のモデル試

験を実施した。まず，アクリル樹脂によるモデル試験の

あと第'0図に示す鋼製枠に入れたアルミニウム合金製タ

ンク（寸法2xn×21n×2m)の荷重と応力の計測を実施

した。つぎに，実船規模の’/4.4のモデルタンクを製作

しこれを横浜第三工場第二棟に設置した。これは長さ8

Inl幅71n,高さ6mの通称6･7･8タンクと称するも

のである（第11図)。これに強度上の相似則と液比重の

差，波浪による付加加速度を考慮して26mの水圧を加

え，各部の応力，変位などを計測した。その計測点は3

軸応力を含め約700点に及ぶものであり， これにNK,

LR,AB,BV,NVの各船級協会検査員の立会を申請し

た。この計測結果を4:ISTRAN''の計算と対比した結果，

かなりよく合致し（第12図）異常な応力や座屈も発生し

なかった。 これによりFlatTankSystem成立の可能

性を確認することができた。さらにこの大形モデルを使

用し， タンクが負圧になった場合の変形の計測を行なっ

た。計画最大負圧30煎皿Aqに対し, 75mmAqまでの負

圧に対しても座屈などが発生することもなく十分な強度

を持つことが確認できた。

以上のような一連の解析と実験によって， 1次防壁と

しての性能が十分であり，もっとも適した板厚と形状を

国
-j"[

ISTRANil･"if!
－－－水平

垂直測定他
水平

第12図大形モデル試験の解析結果

選定できるようになった。

7． 2次防壁と保冷構造

前述のように，次防壁は十分信頼性のあるものである
から， 2次防壁を省略してもよいと考えられるが，万全
を期するため，底部一定の高さまでを2次防壁構造とし
それから上部はスプラッシュバリヤとすることにした。

その椛造を第'3図に示すが，開発当初のものに比べ保冷
性能とせん断強度を増大させるように改良されている。

この中で2次防壁というのは表面の合板層だけをさすが

，次防壁が漏洩した場合の2次防壁の役目は保冷構造と
一体で発揮するようになっている。合板の材料はいずれ
も構造用合板であり，その低温物性がそれぞれ試験され

低温においても十分な機械的性質をもつことが立証され

た。

FlatTank方式ではタンク内の液圧を保冷職造が受け
て船殻櫛造へ伝達するようになっている。したがって，

保冷椎造はそれに耐える圧縮強度とせん断強度を持って
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